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本市の人口と世帯数（２７年１０月３１日現在）
人口　１１万５０６７人（男性５万４６２９人、女性６万４３８人）

世帯数　５万２２５世帯

今今今今今今今今今今月月月月月月月月月月のののののののののの主主主主主主主主主主なななななななななな内内内内内内内内内内今月の主な内容容容容容容容容容容容

１１２２月月２２７７日まで、金剛ショッピングモール（寺池台一丁目９の６０）付近から南海高野線金剛駅まで日まで、金剛ショッピングモール（寺池台一丁目９の６０）付近から南海高野線金剛駅までのの
一部が色鮮やかなイルミネーションで飾られていま一部が色鮮やかなイルミネーションで飾られていますす。。

昨年の「金剛バル★Ｗｉｎｔｅｒ Ｌａｎｄ」の様昨年の「金剛バル★Ｗｉｎｔｅｒ　Ｌａｎｄ」の様子子
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●
自
動
車
盗
、
車
上
狙
い
の
被

害
防
止

・
自
動
車
を
駐
車
す
る
と
き

は
、
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、

ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
防
犯
装
置
を
付
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
内
に
現
金
や
貴
重
品
な
ど

を
置
い
た
ま
ま
車
か
ら
離
れ
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
女
性
に
対
す
る
犯
罪
の
被
害

防
止

・
夜
間
の
一
人
歩
き
は
特
に
気

を
付
け
、
明
る
く
人
通
り
の
多

い
道
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
歩
き
な
が
ら
の
携
帯
電
話
や
、

音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
使
用
は
不

審
者
に
狙
わ
れ
や
す
く
な
り
、

危
険
な
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

歳
末
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
  

を
実
施
し
ま
す

と
き
　
　
月
５
日

、
午
前
　

１２

１０

時
～
正
午

と
こ
ろ
　
エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
１

階
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
警
察
署

〔

　
１
２
３
４
〕

（２５）

　
年
末
に
か
け
て
交
通
事
故
が

多
発
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
次
の
３
項
目
を
重
点
に
、

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
夕
暮
れ
時
に
お
け
る
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止

　
高
齢
者
が
関
係
す
る
交
通
事

故
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
特
に
夕
暮
れ
時
に
出
掛
け
る

時
は
、
明
る
い
色
の
服
を
着
用

し
、
反
射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。
　
自
転
車
乗
車
中
に
は
前
照
灯

を
早
め
に
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

◆
交
差
点
に
お
け
る
交
通
事
故

防
止

　
交
差
点
や
そ
の
周
辺
で
の
交

通
事
故
は
、
死
亡
事
故
な
ど
重

大
な
結
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
信
号
は
必
ず
守
り
、
無
理
な

横
断
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め
、
歩

行
者
、
自
転
車
利
用
者
も
お
互

い
に
「
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
（
相

手
が
自
分
の
存
在
に
気
付
い
て

く
れ
て
い
る
か
を
お
互
い
に
確

認
す
る
こ
と
）」
で
相
手
の
存
在

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
飲
酒
運
転
は
、
ス
ピ
ー
ド
に

対
す
る
感

覚
が
鈍
っ

た
り
、
運

転
動
作
が

緩

慢

に

な
っ
た
り

し
、
事
故
へ
つ
な
が
る
可
能
性

が
高
く
な
り
非
常
に
危
険
で

す
。
　
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
警
察
署

〔

　
１
２
３
４
〕、
道
路
交

（２５）

通
課
（
内
線
４
１
６
）

年年年年年年年年年年末末末末末末末末末末のののののののののの交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通事事事事事事事事事事故故故故故故故故故故防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止運運運運運運運運運運年末の交通事故防止運動動動動動動動動動動動
・早めから　つけるライトで　消える事故

・交差点　目と目を合わせて　事故防止

・「ちょっとだけ」　ちょっとで済まない　飲酒事故

　
年
末
年
始
は
、
現
金
を
狙
っ

た
ひ
っ
た
く
り
や
飲
酒
の
絡
ん

だ
暴
力
事
件
、
空
き
巣
な
ど
の

侵
入
犯
罪
の
被
害
が
多
発
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
　
月
の
歳
末
特
別
警
戒
期
間

１２
中
に
は
、
警
察
や
防
犯
委
員
会
、

町
会
（
自
治
会
）
な
ど
に
よ
る

街
頭
啓
発
活
動
や
夜
警
が
市
内

各
所
で
実
施
さ
れ
、
犯
罪
の
被

害
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
次
の
よ
う
な
こ
と

に
注
意
し
て
、
被
害
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

●
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
被
害
防

止・
手
荷
物
は
車
道
と
反
対
側
に

し
っ
か
り
と
持
ち
、
自
転
車
の

カ
ゴ
に
は
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ

バ
ー
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
昼
夜
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
通

り
の
多
い
明
る
い
道
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

●
侵
入
犯
罪
の
被
害
防
止

・
玄
関
や
窓
は
、
防
犯
性
能
が

高
い
施
錠
器
具
に
取
り
替
え
た

り
、
補
助
錠
を
取
り
付
け
た
り

し
ま
し
ょ
う（
ワ
ン
ド
ア
・
ツ
ー

ロ
ッ
ク
）。

・
短
時
間
の
外
出
時
で
も
必
ず

戸
締
ま
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
在
宅
中
で
も
施
錠
し
ま

し
ょ
う
。

・
家
の
周
り
は
夜
間
で
も
明
る

く
、
見
通
し
の
良
い
環
境
に

し
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
警
報

装
置
な
ど
の
防
犯
器
具
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
の

被
害
防
止

・
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
か
ら

離
れ
る
と
き
は
、
短
時
間
で
も

必
ず
鍵
を
か
け
、
ワ
イ
ヤ
ー
錠

な
ど
の
丈
夫
な
補
助
錠
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末
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ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

歳
末
特
別
警
戒
を
実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
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みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななななななな
でででででででででででででででででででで

力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
をををををををををををををををををををを
ああああああああああああああああああああ
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

み
ん
な
で
　
力
を
あ
わ
せ
ててててててててててててててててててててて

安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心
まままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

　
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
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電
話
で
、
市
役
所
職
員
や
社

会
保
険
事
務
所
職
員
を
名
乗

り
、「
保
険
料
や
医
療
費
な
ど
の

還
付
が
あ
る
」「
給
付
金
の
支
給

に
手
続
き
が
必
要
」
と
称
し
て
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）

へ
誘
導
し
、
現
金
を
振
り
込
ま

せ
よ
う
と
す
る
詐
欺
事
件
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
や
医
療
費
な
ど
の
還

付
金
の
受
け
取
り
や
給
付
金
の

支
給
手
続
き
で
、
市
役
所
な
ど

の
公
的
機
関
が
電
話
や
シ
ョ
ー

ト
メ
ー
ル
、
訪
問
に
よ
り
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
利
用
す
る
よ
う
に
促
し
た

り
、
預
（
貯
）
金
口
座
の
暗
証

番
号
を
聞
き
出
し
た
り
す
る
こ

と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

も
し
不
審
な
電
話

が
か

か
っ
て
き
た
ら
…

　「
還
付
金
が
あ
る
の
で
」「
給

付
金
の
支
給
手
続
き
の
た
め
」、

「
携
帯
電
話
」
を
持
っ
て
、「
Ａ

Ｔ
Ｍ
」
へ

と
言
わ
れ

た
ら
還
付

金
・
給
付

金
詐
欺
を

疑
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
な
詐
欺
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
手
口
が
あ
り
、
最
近
は

そ
の
手
口
が
さ
ら
に
巧
妙
化
し

て
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た

ら
、
す
ぐ
に
指
示
に
従
わ
ず
、

必
ず
い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
、

市
役
所
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察

署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

●
還
付
金
に
つ
い
て
＝
保
険
年

金
課
（
内
線
１
５
０
、
１
８

８
）、
福
祉
医
療
課
（
内
線
１
５

８
、
１
５
９
）、
高
齢
介
護
課

（
内
線
１
７
５
、
１
７
６
）

●
給
付
金
に
つ
い
て
＝
臨
時
福

祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
支
給
担
当
（
内
線

２
８
６
）

還還還還還還還還還還還還還還還還還還還還還還還還還還還還還付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付還付金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐給付金詐欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺にににににににににににににににににににににににににににににに

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいご注意ください！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞
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ア
・
カ
行

サ
・
タ
行

ナ
・
ハ
行

マ
・
ヤ
・
ラ
・
ワ
行

ア・
カ
行

サ・
タ
行

ハ
行

マ・
ヤ
行

年年年年年年年年年年年年年年年年
末末末末末末末末末末末末末末末末
年年年年年年年年年年年年年年年年
始始始始始始始始始始始始始始始始

年
末
年
始
ののののののののののののののののの

ごごごごごごごごごごごごごごごご

　
　
　
ご
みみみみみみみみみみみみみみみみみ
・・・・・・・・・・・・・・・・・
しししししししししししししししし
尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿
収収収収収収収収収収収収収収収収
集集集集集集集集集集集集集集集集

し
尿
収
集
日日日日日日日日日日日日日日日日日

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ははははははははははははははははははははははははははははははははははははは

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

ままままままままままままままままままままままままままままままままままままま

ご
み
は
　
月
　
日

ま
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
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通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままま

　
　
　
　
通
常
ど
お
り
収
集
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

問い合わせ　衛生課
（内線１４４～１４６）

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激

桁
桁
桁

桁
桁
桁
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本
市
で
は
、
金
剛
地
区
（
高

辺
台
、
久
野
喜
台
、
寺
池
台
）

の
将
来
の
ま
ち
の
姿
な
ど
を
示

す
「
金
剛
地
区
再
生
指
針
」
の

策
定
に
向
け
、
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

　「
金
剛
地
区
再
生
指
針
」の
策

定
に
あ
た
り
、「
金
剛
地
区
で
の

暮
ら
し
」や
「
地
域
で
の
活
動
」、

「
今
後
の
住
ま
い
」、「
金
剛
地

区
の
将
来
」
な
ど
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
把
握

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛剛
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区
再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
にににににににににににににににににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

「
金
剛
地
区
再
生
に
関
す
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
をををををををををををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施

しししししししししししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままままままままままま
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

冬季に流行する感染症を予防しましょう！

●感染性胃腸炎とは

　ウイルスや細菌が原因となって 嘔 
おう

 吐 や下痢などの症状を引
と

き起こす病気の総称です。特に、冬季に流行するノロウイル

スの感染力は非常に強力ですが、特効薬やワクチンがないた

め予防が大事です。

●感染性胃腸炎を予防するには

・帰宅時や調理の前後、食事前、トイレの後は、せっけんで

指先から手首までしっかり洗い

ましょう。

・食品などは中心部まで十分加

熱（中心温度８５℃～９０℃で９０秒

以上の加熱）しましょう。

・感染した人の便や嘔吐物を処

理するときは、ビニール手袋な

どを使用し、「すばやく処理す

る」「乾燥させない」「消毒する」

の３原則を守りましょう。便や

嘔吐物が乾燥すると、ノロウィルスが舞い上がり、それを吸

い込むことでも感染します。

※ノロウィルスはアルコール消毒では効果が期待できませ

ん。感染の予防方法および便や嘔吐物の処理方法など、詳し

くは府ホームページの「ノロウイルスなどによる感染性胃腸

炎にご注意」〔http://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/osakakansen

sho/kansenseiichoen.html〕をご覧ください。

◆呼吸器系感染症やインフルエンザにもご注意を

　冬季には、マイコプラズマ肺炎や肺炎などを引き起こして

重症化することもあるＲＳウイルス感染症、インフルエンザ

などの感染症が流行します。

　自分だけでなく、乳幼児や高齢者など重症化する恐れのあ

る周りの人を守る意味でも予防が大事です。

◆呼吸器系感染症やインフルエンザを予防するには

・帰宅時の手洗いとうがいを励行しましょう。

・また、マスクの着用とせきエチケットを心掛けましょう。

問い合わせ　保健センター〔(２８)５５２０〕

　
本
市
で
は
、
住
民
票
の
写
し

や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
本
人
の
代

理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
と

き
、
事
前
に
登
録
し
た
人
に
対

し
て
、
交
付
し
た
事
実
を
通
知

す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
民
票
の

写
し
な
ど
の
不
正
請
求
の
早
期

発
見
や
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

※
代
理
人
や
第
三
者
が
住
民
票

の
写
し
な
ど
を
取
得
で
き
な
い

よ
う
に
す
る
制
度
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

登
録
で
き
る
人
　
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
、
ま
た
は
戸
籍
に
記
載
さ
れ

て
い
る
人

登
録
有
効
期
間
　
登
録
か
ら
５

年
間
（
継
続
の
場
合
も
再
度
登

住民票の写しなどの交住民票の写しなどの交付付

に係る本人通知制度　　に係る本人通知制度をを

実施していま　　　　　　実施していますす

録
が
必
要
で
す
）

登
録
方
法
　
運
転
免
許
証
ま
た

は
健
康
保
険
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
を
持
参
し
、
市

民
窓
口
課
へ

※
な
お
、
交
付
し
た
事
実
の
証

明
が
必
要
な
人
に
は
、
申
請
に

よ
り
証
明
書
を
発
行
（
手
数
料

３
０
０
円
）
し
ま
す
。
証
明
書

の
記
載
内
容
は
、
住
民
票
の
写

し
な
ど
の
種
別
、
交
付
日
、
交

付
枚
数
で
す
。
代
理
人
に
交
付

し
た
場
合
は
、
代
理
人
の
住

所
、
氏
名
も
記
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
１
）

す
る
た
め
、
同
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
金
剛
地
区
に
住
所
の
あ
る
　２０

歳
以
上
の
人
の
中
か
ら
無
作
為

に
抽
出
さ
れ
た
１
０
０
０
人
の

皆
さ
ん
に
、　

月
上
旬
に
ア
ン

１２

ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
内
線
４
５
２
）



６

　
全
市
民
を
対
象
に
、
市
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
日
頃
の
備
え
を
再
確
認
す
る

と
と
も
に
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
た
め
に
訓
練
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

と
き
　
　
年
１
月
　
日

、
午

２８

１７

前
８
時
　
分
～
（
雨
天
中
止
）

３０

内
容
な
ど
　

●
第
１
部
＝
避
難
訓
練
（
午
前

８
時
　
分
～
）
　
※
市
立
小
・
中

３０

学
校
（
東
条
小
学
校
を
除
く
）
、

府
立
富
田
林
支
援
学
校
、
彼
方

保
育
園
・
Ｊ
Ａ
旧
彼
方
支
店
を

避
難
所
（
訓
練
会
場
）
と
し
て

開
設
。

●
第
２
部
＝
救
助
訓
練
（
午
前

　
時
～
　
時
　
分
）　
※
富
田

１０

１０

４０

林
小
学
校
運
動
場
で
実
施
。

※
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、　

年
２８

１
月
号
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
１
）

　
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消

火
栓
が
、
本
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
と
っ
ぴ
ー
」
と
総

務
省
消
防
庁
の
消
防
イ
メ
ー
ジ

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓栓のののののののののののののののののののののののののののののののののデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン消火栓のデザインがががががががががががががががががががががががががががががががががが

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新しししししししししししししししししししししししししししししししししくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくなななななななななななななななななななななななななななななななななりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししししし新しくなりましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
と
し
て
（
一
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
、

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財

源
と
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
の
助
成
を
受
け
、
市

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
支

援
す
る
備
品
と
し
て
、
テ
ン
ト

内
に
煙
を
充
満
さ
せ
、
火
災
時

の
煙
を
疑
似
体
験
で
き
る
「
煙

体
験
用
資
器
材
（
煙
体
験
ハ
ウ

ス
、
煙
霧
器
な
ど
）」
を
購
入
し

ま
し
た
。

　
同
資
器
材
は
、
今
後
さ
ま
ざ

ま
な
訓
練
な
ど
で
の
活
用
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔

　
１
１
２
４
〕

（２３）

宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

宝
く
じ
助
成
金
でででででででででででででででででででででで

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
消
太
」
が
描

か
れ
た
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
も

の
に
順
次
交
換
に
な
り
ま
す
。

　
消
火
栓
は
、
火
災
な
ど
の
消

火
活
動
時
に
必
要
な
水
を
確
保

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
消
火
栓
の
付
近
に
は
、
車
な

ど
駐
車
し
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
警

備
救
急
課
〔

　
１
１
２
５
〕

（２３）

災害情報案内をご利用ください

　災害情報案内は、消防車がサイレン

を鳴らして出動した時に、「何のため

に、どこに」出動したのかをお知らせ

するサービスです。

　本市、太子町、河南町、千早赤阪村

で災害、火災、救助、警戒などが発生

している地区の案

内を電話で聞くこ

とができますの

で、災害情報を知

りたい場合は、下

記の電話番号へおかけください。

■災害情報案内（自動案内）

〔０１８０(９９)７２９９〕

問い合わせ　市消防本部警備救急課

〔(２３)１１２５〕

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

煙
体
験
用

資
器
材
を
購
入

　
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
な
ど
の
生

け
垣
や
庭
木
の
緑
が
伸
び
過
ぎ

て
道
路
に
は
み
出
す
と
、
景
観

を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
通
行
の

妨
げ
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
交
差
点
の
見
通
し
が

悪
く
な
っ
た
り
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
隠
し
て
し
ま
っ
た
り
す

る
な
ど
し
て
、
思
わ
ぬ
事
故
の

原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
敷
地
内
の
生
け
垣
や
庭
木
な

ど
は
、
早
め
に
 剪
 定
す
る
な
ど

せ
ん

所
有
者
が
適
切
に
管
理
し
、
人

に
や
さ
し
く
安
全
で
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
２
）

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣垣
ややややややややややややややややややややや
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木
ははははははははははははははははははははは
適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
ななななななななななななななななななななな
管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理

生
け
垣
や
庭
木
は
適
切
な
管
理
をををををををををををををををををををををを

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

市
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す



７

　
本
市
で
は
、
府
と
連
携
し
て

大
阪
エ
コ
農
産
物
認
証
制
度
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
同
制
度
で
は
、
農
薬
と
化
学

肥
料
の
使
用
量
を
慣
行
栽
培
の

５
割
以
下
に
削
減
し
て
栽
培
さ

れ
た
農
産
物
を
「
大
阪
エ
コ
農

産
物
」
と
し
て
認
証
し
て
い
ま

す
。
　
認
証
を
受
け
た
農
産
物
に

は
、
下
図
の

認
証
マ
ー
ク

を
出
荷
容
器

や
包
装
物
、

ま
た
は
直
接

表
示
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
栽
培
者

は
、
こ
れ
を
活
用
し
て
、
農
産

物
の
商
品
価
値
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
認
証
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
、　

年
１
月
申
請

２８

分
を
１
月
４
日

～
　
日


２０

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

ま
で
農
業
振
興
課
で
受
け
付
け

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
農
作
物
は
、
市

内
で
生
産
さ
れ
る
米
、
大
豆
、

野
菜
、
果
樹
、 花
  卉
 （
観
賞
用

か
 
き

植
物
）
の
内
、
府
が
定
め
る
　７７

品
目
で
、
１
農
作
物
・
１
区
画

当
た
り
１
㌃
以
上
の
栽
培
面
積

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
申
請
日
以
降
に
栽
培

を
開
始
し
、　

年
４
月
１
日


２８

以
降
に
収
穫
す
る
農
作
物
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
農
業
振
興
課
内

市
エ
コ
農
産
物
推
進
協
議
会

（
内
線
４
４
５
）、
南
河
内
農

と
緑
の
総
合
事
務
所
農
の
普
及

課
〔

　
１
１
３
１
〕

（２５）

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエコココココココココココココココココココココココココココココココココ農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産大阪エコ農産物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物

認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度ののののののののののののののののののののののののののののののののの申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申認証制度の申請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請

ををををををををををををををををををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付を受け付けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

市議会の虚礼廃止にご理解とご協力を

　富田林市議会では、次のとおり虚礼廃止を申し合わせ

ています。市民の皆さんのご理解とご協力をお願いしま

す。

○年始および暑中見舞いなどの時候の挨拶状は出さな

い。また、中元および歳暮などの贈答はしない。

○葬祭に際しての 樒 ・香典・ 供 
しきみ きょう

 花 ・供物・弔電などをし
か

ない。

○結婚・入学などの慶事に際して、お祝いや祝電などをし

ない。

○各種団体などの行事に対して、お祝いの祝電・寄付・

寸志などをしない。

○新聞・雑誌、または団体が発行する機関誌や記念誌など

への名刺広告や協賛広告はしない。

※ただし、親族に対する冠婚葬祭に関するものは除きま

す。

問い合わせ　議会事務局（内線２１３）

　
同
試
験
場
は
年
末
年
始
、
来

場
者
が
集
中
し
、
相
当
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
場
内
の
駐
車
場
（
有
料
）
は

駐
車
台
数
が
限

ら
れ
て
い
る
た

め
、
ご
来
場
は

電
車
、
バ
ス
な

ど
の
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

受
付
日
・
時
間
　
月
～
金
曜
日

（
　
月
　
日

～
　
年
１
月
３

１２

２９

２８

日

、
祝
日
を
除
く
）、
午
前
８

時
　
分
～
正
午
、
午
後
０
時
　

４５

４５

分
～
２
時
　
分
３０

※
午
後
２
時
　
分
以
降
の
受
け

３０

付
け
は
後
日
の
交
付
と
な
り
ま

す
。

最
寄
り
駅
　
泉
北
高
速
鉄
道

「
光
明
池
駅
」
か
ら
徒
歩
５
分

問
い
合
わ
せ
　
同
試
験
場
〔


０
７
２
５
　
１
８
８
１
〕

（５６）
光明池運転免許

試験場へは

公共交通機関で

シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルバババババババババババババババババババババーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーシルバー人材センターをををををををををををををををををををををを

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささささささご利用くださいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

　
歳
以
上
の
人
が
会
員
登
録

６０し
、
知
識
、
経
験
、
能
力
な
ど

を
生
か
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

●
屋
内
外
の
軽
作
業
　
清
掃
、

除
草
、
工
場
内
軽
作
業

●
技
能
を
必
要
と
す
る
分
野
　

植
木
 剪
 定
、
ふ
す
ま
・
障
子
張

せ
ん

り
替
え
、
大
工
仕
事
、
ペ
ン
キ

塗
り
、
壁
塗
り

●
サ
ー
ビ
ス
分
野
　
家
庭
の
掃

除
・
洗
濯
・
料
理
、
子
育
て
支

援
、
家
事
援
助

●
管
理
分
野
　
施
設
の
管
理

●
事
務
分
野
　
一
般
事
務

●
折
衝
・
営
業
分
野
　
営
業
、

チ
ラ
シ
の
配
布

あ
な
た
も
入
会
し
ま
せ
ん
か

対
象
者
　
市
内
在
住
の
　
歳
以

６０

上
で
、
働
く
意
欲
が
あ
る
健
康

な
人

会
費
　
年
額
２
０
０
０
円
　

※
入
会
説
明
会
を
　
月
　
日

１２

１６


、
　

年
１
月
　
日

、
２
月

２８

２０

　
日

、
３
月
　
日

、
い
ず

１７

１６

れ
も
午
後
１
時
　
分
～
４
時
　

３０

３０

分
ま
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
入

会
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
い
ず

れ
か
の
日
程
で
必
ず
１
回
参
加

し
て
く
だ
さ
い
（
要
事
前
問
い

合
わ
せ
）
。

問
い
合
わ
せ
　
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
〔

　
４
５
６
７
〕

（３３）



８

　（
公
社
）大
阪
聴
力
障
害
者
協

会
と
大
阪
市
聴
言
障
害
者
協
会

で
は
、
府
内
在
住
の
ろ
う
あ
者

を
対
象
に
、
成
人
式
を
開
催
し

ま
す
。

と
き
　
　
年
１
月
　
日

、
午

２８

１０

後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
　
府
谷
町
福
祉
セ
ン

　
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て

の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
障
が
い
者
が

社
会
や
経
済
、
文
化
な
ど
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
活
動
に
対
し
て
、

積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
　
月
３
日
～
９
日
は
、
障
が

１２
い
者
週
間
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
本
市
で
は
、
身
体
障
が
い
者

福
祉
協
会
を
は
じ
め
、
関
係
機

関
が
協
力
し
、
街
頭
啓
発
活
動

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
知
的
・
発
達
・
精
神
障
が
い

の
あ
る
人
は
、
外
見
か
ら
は
分

か
り
に
く
く
、
人
と
の
関
わ
り

合
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
苦
手
と
い
う
人
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
応
対

は
、「
ゆ
っ
く
り
」「
て
い
ね
い
に
」

「
く
り
か
え
し
」を
基
本
と
し
、

み
ん
な
で
障
が
い
者
を
特
別
視

し
な
い
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社

会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

障
が
い
者
差
別
の
解
消
に

向
け
て

　「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
障
害
者
差
別
解
消
法
）」が
　２８

年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
法
律
は
、
国
の
行
政
機

関
や
地
方
公
共
団
体
、
民
間
事

業
者
な
ど
を
対
象
と
し
て
、「
障

が
い
が
あ
る
」
と
い
う
理
由
だ

け
で
、
障
が
い
の
な
い
人
と
違

う
扱
い
を
す
る
こ
と
（
不
当
な

差
別
的
取
り
扱
い
）
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
人
か

ら
何
ら
か
の
配
慮
を
求
め
る
意

志
の
表
明
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い
の
特

性
に
合
わ
せ
、
負
担
に
な
り
す

ぎ
な
い
範
囲
で
、
社
会
的
障
壁

（
障
が
い
の
あ
る
人
が
日
常
生

活
や
社
会
生
活
を
送
る
上
で
の

障
壁
と
な
る
も
の
）
を
取
り
除

く
た
め
に
必
要
な
合
理
的
な
配

慮
を
提
供
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
ま
す
。

　
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別

の
解
消
に
向

け
た
取
り
組

み
を
進
め
、

全
て
の
国
民

が
障
が
い
の

有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共

に
生
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

大
阪
ろ
う
あ
者

成
人
式
に
ご
参
加
を

～
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
～

　
月
３
日
～
９
日
は

１２

障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障
がががががががががががががががががががが
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週

障
が
い
者
週
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

障
が
い
者
相
談
員
制
度
の
  

ご
利
用
を

　
本
市
で
は
、
障
が
い
者
や
そ

の
家
族
か
ら
福
祉
な
ど
に
関
す

る
相
談
を
受
け
、
必
要
な
助
言

を
す
る
同
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
相
談
員
は
、
次
の
皆
さ
ん
で

す
。

肢
体
障
が
い
関
係
　

○
田
畑
　
耕
作
さ
ん（
錦
織
南
）

〔

　
５
４
５
８
〕

（２４）

○
西
田
　
卓
司
さ
ん（
清
水
町
）

〔

　
3
0
8
0
〕

（２６）

○
川
口
　
貞
代
さ
ん
（
甲
田
）

〔

　
3
5
3
8
〕

（２３）

○
竹
野
　
惠
美
子
さ
ん（
楠
町
）

〔

　
2
7
1
4
〕

（２５）

聴
覚
障
が
い
関
係

○
扶
川
　
始
さ
ん
（
寺
池
台
）

〔

・

　
7
0
8
6
〕

（２９）

○
北
野
　
隆
雄
さ
ん（
藤
沢
台
）

〔

・

　
2
4
4
8
〕

（２９）

視
覚
障
が
い
関
係

○
中
井
　
美
代
子
さ
ん
（
若
松

町
西
）〔

　
５
７
４
０
〕

（２３）

知
的
障
が
い
関
係

○
宮
﨑
　
幸
美
さ
ん
（
別
井
）

〔

　
2
4
6
1
〕

（２４）

○
井
上
　
節
子
さ
ん
（
須
賀
）

〔

　
5
6
3
0
〕

（５４）

精
神
障
が
い
関
係

○
山
本
　
順
子
さ
ん
（
N
P
O

法
人
草
志
庵
）〔

　
７
６
７
３
〕

（７０）

○
山
本
　
勝
子
さ
ん
（
寿
町
）

〔

０
９
０
（
９
６
２
０
）
７

４
１
９
〕

問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
課

（
内
線
１
９
２
）

タ
ー
（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
五

丁
目
４
の
　
）
１３

対
象
者
　
平
成
７
年
４
月
２
日

～
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

参
加
費
　
無
料
　

申
し
込
み
　
　
年
１
月
５
日


２８

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

フ
ァ
ク
ス
番
号
を
（
公
社
）
大

阪
聴
力
障
害
者
協
会
事
務
局

〔

０
６
（
６
７
６
１
）
１
３

９
４
・

０
６
（
６
７
６
８
）

３
８
３
３
〕
へ
　

《障がいのある人とのコミュニケーション
のこつ》

・リラックスした雰囲気をつくり、相手の様子に合

わせて、話をよく聞く

・質問により、相手の気持ちを確認する。「はい」「い

いえ」で答えられるように質問する

・絵記号などを用いたコミュニケーションボードな

どを使い、視覚的なコミュニケーションを図る



９

12月１日は世界エイズデー 

　１２月１日は世界エイズデーです。富田林保健所で

は、無料・匿名でエイズ検査を受けることができます。

とき　第１・３水曜日、午後１時３０分～２時３０分

※富田林保健所では、エイズ検査の他、さまざまな検

査・相談を実施しています（１８ページ参照）。詳しく

はお問い合わせください。

問い合わせ　富田林保健所〔(２３)２６８１〕

　本市では、２０歳を迎えた新成人の皆さんの門

出を祝って、成人式を開催します。

とき　２８年１月１１日、午前１０時３０分～

ところ　すばるホール

対象者　平成７年４月２日～８年４月１日まで

に生まれた人

※対象者には、案内状を郵送しますが、１２月１１

日までに届かない場合はお問い合わせくださ

い。

問い合わせ　社会教育課〔(２４)１４５１〕

芦

斡

梓

扱

鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵
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圧
圧
圧
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圧

圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧
圧

　
　
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月

１２
間
で
す
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
温
室
効
果

ガ
ス
（
C
O
2

な
ど
）
の
発
生

を
抑
え
る
、「
地
球
に
や
さ
し
い

省
エ
ネ
ラ
イ
フ
」
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

家
庭
で
で
き
る
地
球
温
暖

化
対
策

・
暖
房
は
　
℃
を
目
安
に
設
定

２０

し
ま
し
ょ
う

・
テ
レ
ビ
を
見
な
い
と
き
は
消

し
ま
し
ょ
う

・
買
い
物
の
際
は
、
買
い
物
袋

を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う

・
電
化
製
品
の
主
電
源
は
こ
ま

め
に
切
り
ま
し
ょ
う

・
シ
ャ
ワ
ー
を
１
日
１
分
節
水

し
ま
し
ょ
う

・
夜
中
は
、
炊
飯
ジ
ャ
ー
の
保

温
機
能
の
使
用
を
や
め
ま
し
ょ

う・
お
風
呂
の
残
り
湯
は
洗
濯
に

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月地球温暖化防止月間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

使
い
ま
し
ょ
う

・
車
を
利
用
す
る
と
き
は
、
ア

イ
ド
リ
ン
グ
を
や
め
ま
し
ょ
う

・
車
を
控
え
電
車
、
バ
ス
、
自

転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

・
家
族
団
ら
ん
の
時
間
を
持
ち

ま
し
ょ
う
（
家
族
が
別
の
部
屋

で
過
ご
す
と
、
照
明
や
暖
房
な

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が
多

く
な
り
ま
す
）

※
こ
れ
ら
の
対

策
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減

だ
け
で
な
く
、

節
電
対
策
に
も

つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

　
南
河
内
環
境
事
業
組
合
第
１

清
掃
工
場
（
ご
み
焼
却
場
）
か

ら
排
出
さ
れ
る
排
出
ガ
ス
や
周

辺
地
域
の
大
気
、
土
壌
な
ど
に

含
ま
れ
て
い
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

濃
度
に
つ
い
て
、
今
年
８
月
６

日
に
地
元
住
民
立
ち
会
い
の
も

と
測
定
し
ま
し
た
。

　
同
清
掃
工
場
の
排
出
ガ
ス
１

立
方

中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃

度
の
測
定
結
果
は
、
０
・
　
ナ
４３

ノ

（
１
ナ
ノ

は
、　

億
分

１０

の
１

）
で
、
国
の
排
出
基
準

値
（
　
年
　
月
）
の
１
ナ
ノ


１４

１２

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
周
辺
の
大
気
１
立
方


中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
の

測
定
結
果
は
、
同
清
掃
工
場
よ

り
東
方
向
２
５
０

の
農
業
公

園
サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
０
・
０

０
９
５
ピ
コ
（
１
ピ
コ

は
、

１
兆
分
の
１

）、
同
じ
く
北

方
向
９
０
０

の
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
東
条
で
は
０
・
０
１
１
ピ
コ


で
、
大
気
環
境
基
準
値
（
　１２

年
１
月
　
日
）
の
０
・
６
ピ
コ

１５


を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
周
辺
土
壌
１

中
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
の
測
定
結

果
は
、
同
清
掃
工
場
よ
り
北
方

向
８
０
０

の
公
園
で
１
・
９

ピ
コ

と
な
っ
て
お
り
、
土
壌

環
境
基
準
値（
　
年
１
月
　
日
）

１２

１５

の
１
０
０
０
ピ
コ

と
比
較
す

る
と
か
な
り
低
い
数
値
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
南
河
内
環
境
事

業
組
合
〔

　
６
５
８
４
〕

（３３）

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
測
定
結
果

南
河
内
環
境
事
業
組
合

成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式
　をををををををををををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催しししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままま催しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす ～温室効果ガスの

　　　　削減を実施！～

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１２月はははははははははははははははははははははははははははははははははははははは



１０

広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報ととととととととととんんんんんんんんんんだだだだだだだだだだばばばばばばばばばばやややややややややや広報とんだばやししししししししししし

をををををををををを毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎月月月月月月月月月月発発発発発発発発発発　を毎月発行行行行行行行行行行行

ししししししししししてててててててててていいいいいいいいいいまままままままままま　　していますすすすすすすすすすす

　
広
報
と
ん
だ
ば
や
し
は
、
町

会
（
自
治
会
）
な
ど
を
通
じ
て

ご
家
庭
に
配
布
す
る
他
、
市
の

公
共
施
設
や
市
内
ス
ー
パ
ー

〔
エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
（
イ
オ
ン

金
剛
東
店
）、
万
代
梅
の
里
店
、

ラ
イ
フ
滝
谷
店
、
ス
カ
イ
マ
ー

ト
藤
沢
台
店
〕
に
も
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
情
報
公
開
課

（
内
線
３
２
６
）

無
償
提
供
枚
数
　
２
万
５
０
０

０
枚

申
し
込
み
　
　
月
４
日

～
　

１２

１８

日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
　
分
ま

３０

で
に
こ
ど
も
未
来
室
（
内
線
２

９
３
）
へ
　
※
募
集
要
領
な
ど
、

詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

各
課
の
ペ
ー
ジ
「
こ
ど
も
未
来

室
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
本
市
で
は
、
経
費
の
削
減
に

努
め
る
た
め
、
地
元
企
業
な
ど

の
広
告
を
掲
載
し
た
同
封
筒
を

作
成
し
、
無
償
で
提
供
し
て
い

た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま

す
。
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
封

筒
は
、　

年
度
に
使
用
す
る
予

２８

定
で
す
。

　
な
お
、
広
告
主
は
事
業
者
で

募
集
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封封
筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒筒

広
告
入
り
封
筒
のののののののののののののののののののののののののののののの

無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無
償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償
提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提
供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

　
　
　
　
無
償
提
供
者
をををををををををををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
募
集

～
保
育
所
保
育
料
・
学
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

　
　
　
　
　
　
　
納
入
通
知
書
送
付
用
～

入札参加願い追加受け付け

　本市では、２８～２９年度の建設工事、測量・建設コンサル

タント等業務委託の入札参加願いを追加受け付けします。

　希望者は、契約検査課で申請の提出要領を受け取るか、

市ウェブサイトの各課のページ「契約検査課」（契約検査係・

入札参加資格申請）からダウンロードしてください。

　提出要領の交付は、１２月１日からです（土・日曜日、

祝日、１２月２９日～２８年１月３日を除く午前９時～午後

５時３０分）。

　また、水道事業の入札参加を希望される場合も契約検査

課で受け付けます。

受付期間　２８年１月１２日～１５日（当日消印有効）

※事前に、「市業者登録受付システム」に必要事項を入力（入

力方法は提出要領に記載）し、必要書類を郵送（一般・簡

易書留）または宅配便で送付してください（持参不可）。

資格有効期間　２８年４月１日～３０年３月３１日の２年間

問い合わせ　契約検査課（内線４７６、４７７）

ス
ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
に
注
意
！

　
本
格
的
な
冬
の
到
来
に
備

え
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖

房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。

　
火
災
に
な
ら
な
い
よ
う
、
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で

正
し
い
使
用
方
法
で
使
用
す
る

◆
布
団
、
ふ
す
ま
、
カ
ー
テ
ン

の
近
く
で
は
使
用
し
な
い

◆
新
聞
、
雑
誌
な
ど
の
可
燃
物

を
近
く
に
置
か
な
い

◆
洗
濯
物
を
乾
か
す
な
ど
、
乾

燥
機
代
わ
り
に
使
用
し
な
い

◆
外
出
す
る
と
き
や
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
、
寝
る
と
き
に
は
、

必
ず
消
火
ま
た
は
電
源
を
切
る

◆
必
ず
消
火
し
て
か
ら
給
油
す
る

◆
給
油
中
に
灯
油
が
こ
ぼ
れ
た

り
、
あ
ふ
れ
た
り
し
た
と
き

は
、
油
を
よ
く
拭
き
取
り
、
し

ば
ら
く
し
て
か
ら
点
火
す
る

◆
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の

キ
ャ
ッ
プ
は
、
確
実
に
閉
め
た

こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、
持
ち

運
ぶ

◆
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
、
ス
プ

レ
ー
、
シ
ン
ナ
ー
、
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
の
引
火
性
の
も
の
を
使
用

し
た
り
、
置
い
た
り
し
な
い

◆
収
納
す
る
と
き
は
、
灯
油
を

抜
き
、
電
池
、
電
源
は
外
す

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔

　
１
１
２
４
〕

（２３）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　 市 では、 毎  月 の 広報 とんだばやしの 主 な 内容 
し まい つき こうほう おも ないよう

を、カセットテープやデイジー 用  録音 ＣＤに 吹 
よう ろくおん ふ

き 込 んだ「 声 の 広報 」を 発行 しています。
こ こえ こうほう はっこう

　 目 の 不  自  由 な 人 など、 文  字 の 読 めない 人 がご
め ふ じ ゆう ひと も じ よ ひと

 近所 、 知  人 におられましたら、この 制  度 を 知 ら
きんじょ ち じん せい ど し

せてあげてください。

 費  用 
ひ よう

　 無 
む

 料 
りょう

 申 し 込 み　
もう こ

 情 
じょう

 報  公  開  課 （ 内線 ３２６）へ
ほう こう かい か ないせん

　 市  社会  福  祉 
し しゃかい ふく し

 協 
きょう

 議  会 では、 毎  月 の 広報 を 点訳 し
ぎ かい まい つき こうほう てんやく

た「 点  字  広  報 」を 発行 し、 希  望  者 に 郵送 してい
てん じ こう ほう はっこう き ぼう しゃ ゆうそう

ます。

　また、 市  役所 １ 階  総  合  案  内  窓  口 にも 備 え 付 け
し やくしょ かい そう ごう あん ない まど ぐち そな つ

ていますので、ご 利  用 ください。
り よう

 問 い 合 わせ
と あ

　 同 
どう

 協 
きょう

 議  会 〔(２５)８２００〕
ぎ かい

 声 の 広  報 、 点  字  広  報 のご 利  用 を
こえ こう ほう てん じ こう ほう り よう
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～
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

　
　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
～

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
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み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
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月
4
日
～
　
日
はははははははははははははははははははははははははははははは
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国
際
連
合
で
は
、
世
界
人
権

宣
言
が
採
択
さ
れ
た
　
月
　
日

１２

１０

を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
法
務
省
お
よ
び
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す

る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と

定
め
、
人
権
尊
重
思
考
の
普
及

高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
全
て
の
人
が

互
い
に
理
解
し
、
尊
重
し
合
え

る
よ
う
人
権
認

識

を

高

め
ま

し

ょ

う
。
ま

た
、
障
が
い
の

有
無
、
性
別
、

国
籍
、
文
化
、
出
生
、
年
齢
な

ど
の
違
い
を
超
え
て
、
あ
ら
ゆ

る
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
参

加
、
協
働
で
き
る
社
会
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
で
は
、
同
週
間
に
合
わ

せ
て
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談
や
街

頭
啓
発
な
ど
を
実
施
し
た
り
、

す
ば
る
ホ
ー
ル
で
、「
２
０
１
５

と
ん
だ
ば
や
し
人
権
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
た
り
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

～歌って、踊って、

　みんなつながろう！～
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　「
人
権
週
間
」
を
記
念
し
て
、

講
演
会
を
は
じ
め
市
民
活
動
団

体
に
よ
る
活
動
紹
介
や
サ
ー
ク

ル
に
よ
る
音
楽
、
踊
り
な
ど
の

発
表
、
小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー

表
彰
式
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
　
月
５
日

、
午
前
　

１２

１０

時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル
４
階

銀
河
の
間

内
容
な
ど

■
発
表
（
午
前
　
時
～
正
午
）

１０

・
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
（
出

演
＝
M
i
ｘ
　
V
o
i
c
e
s
）

・
市
民
活
動
団
体
に
よ
る
発
表

・
小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
表
彰

式・
バ
ン
ド
演
奏
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

民
謡
な
ど
の
発
表

■
展
示
（
午
前
　
時
～
午
後
３

１０

時
）

・
パ
ネ
ル
展
「
難
民
問
題
を
考

え
る
」

・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
私
（
た
ち
）
の
大
切
な
も
の
」

写
真
展

・
小
学
６
年
生
「
私
（
た
ち
）

の
大
切
な
も
の
」
ポ
ス
タ
ー
展

・
市
民
活
動
団
体
に
よ
る
活
動

紹
介

■
講
演
会
（
午
後
１
時
　
分
～

３０

３
時
）

・
今
井
　
紀
明
さ
ん
（
N
P
O

法
人
D
×
P
理
事
長
）
に
よ
る

講
演
「
で
き
な
い
か
ら
や
っ
て

み
た
い
、
や
っ
て
み
た
い
か
ら

で
き
た
！
～
未
来
を
見
い
出
す

若
者
の
居
場
所
づ
く
り
～
」

参
加
費
　
無
料
　
　

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）　

特設人権なんでも相談

とき　１２月１１日、午後１時～４時

ところ　市役所地下９０４会議室（当日、直接会場へ）

※当日は、電話でも相談できます（内線５４４）。

問い合わせ　人権政策課（内線４７２）

～金剛公民館人権週間行事～                      
映画「ペコロスの母に会いに行く」上映

　深刻な社会問題として語られがちな介護や認知症。で

も、主人公の雄一はこう言います「ボケるとも、悪か事

ばかりじゃなかかもしれん」。

　そんな彼と認知症の母との何気な

い日常が、多くの共感と感動を呼び起

こす映画を鑑賞しながら、介護や認知

症について一緒に考えてみませんか。

とき　１２月１２日、午後２時～４時

（午後１時５０分開場）　

※上映時間１１３分。日本語字幕あり。

ところ　金剛公民館

定員　１００人（当日、直接会場へ）　入場料　無料

問い合わせ　金剛公民館〔(２８)１１２１〕

第32回部落解放富田林教育・人権研究集会

とき　１２月１３日、午前９時～受け付け

内容など　

①第１分科会＝奥田　均さん（近畿大学人権問題研究所

教授）による講演「同対審答申５０年～今問われているこ

と～」（午前９時３０分～正午）

②第２分科会＝「同じ教室で一緒に学ぶ・大空小学校の

挑戦～映画『みんなの学校』上映とフリートーク～」（午

前９時３０分～午後０時３０分）

③第３分科会＝「いのちを食べて　いのちは生きる～映

画『ある精肉店のはなし』上映と講演～」（午前９時３０分

～午後０時３０分）

ところ　①は児童館、②③は人権文化センター

定員　①～③各８０人（当日、直接会場へ）　※無料保育あ

り（１２月７日までに要予約）。

参加費　１０００円（資料代、当日徴収）　

問い合わせ　市人権協議会内第３２回部落解放富田林教

育・人権研究集会実行委員会事務局〔(２４)３７００・(２５)

５９５２〕
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急
増
す
る
外
国
人
旅
行

者　
近
年
、
日
本
に
観
光
で
訪
れ

る
外
国
人
旅
行
者
が
急
増
し
て

お
り
、
観
光
立
国
を
め
ざ
し
て

政
府
が
２
０
２
０
年
度
ま
で
に

年
間
２
０
０
０
万
人
と
し
た
訪

日
外
国
人
旅
行
者
の
目
標
を
早

期
に
達
成
す
る
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
影
響
で
国
内
で
は
雇
用

機
会
や
消
費
の
増
大
、
地
域
活

性
化
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ

る
な
ど
経
済
的
に
大
き
な
恩
恵

を
受
け
る
と
同
時
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

わ
せ
た
在
留
外
国
人
も
、
２
１

２
万
１
８
３
１
人
（
　
年
末
）

２６

と
前
年
よ
り
も
２
・
７
㌫
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
常
生
活
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
外
国
人

と
出
会
う
機
会
が
増
え
る
一
方

で
、
文
化
や
言
語
、
宗
教
、
生

活
習
慣
な
ど
の
違
い
か
ら
、
外

国
人
に
対
す
る
偏
見
や
人
権
侵

害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
近
年
、

特
定
の
民
族
や
宗
教
、
国
籍
の

人
た
ち
を
公
然
と
排
斥
す
る
差

別
的
言
動
が
、
い
わ
ゆ
る
「
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
憎
悪
表
現
）」

で
あ
る
と
し
て
社
会
的
関
心
を

集
め
て
い
ま
す
。

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
の
普
及

に
よ
っ
て
世
界
中
の
人
た
ち
に

日
本
の
魅
力
が
伝
わ
り
、
諸
外

国
と
の
相
互
理
解
の
増
進
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
中
長

期
在
留
者
と
特
別
永
住
者
を
合

チ
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
状

況
が
あ
り
ま
す
。

　
京
都
の
外
国
人
学
校
に
対
す

る
街
宣
活
動
で
は
、
拡
声
器
を

使
っ
て「
日
本
か
ら
出
て
い
け
」

と
い
っ
た
侮
辱
的
な
発
言
が
数

回
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
、

そ
の
様
子
を
撮
影
し
た
動
画
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
公
開

さ
れ
る
な
ど
悪
質
な
も
の
で
し

た
。
　
こ
の
学
校
へ
の
一
連
の
行
為

に
対
し
て
、
京
都
地
方
裁
判
所

は
、「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
」
で

禁
じ
ら
れ
た
「
人
種
差
別
」
に

あ
た
る
と
初
め
て
判
断
し
、
そ

の
違
法
性
を
認
め
ま
し
た
。

　
判
決
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
特
定

の
人
種
・
民
族
に
対
す
る
社
会

的
排
除
で
あ
り
、
暴
力
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

１２

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
     

暴
力

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
、
当
事

者
や
多
く
の
人
に
不
安
感
や
憎

悪
感
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

人
と
し
て
の
尊
厳
を
傷
つ
け
た

り
、
差
別
意
識
を
助
長
さ
せ
た

り
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね

ず
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
の
特
徴
の
一
つ
と
し

て
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
そ
の

内
容
と
す
る
動
画
な
ど
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
る

と
、
そ
れ
に
あ
お
ら
れ
た
人
た

ち
が
新
た
に
差
別
的
な
発
言
を

し
た
り
、
侮
辱
的
な
言
葉
を
書

き
込
ん
だ
り
と
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

≪外国人に対するヘイトスピーチ
や偏見、人権侵害など≫

●京都にある外国人学校に対し、「日

本から出ていけ」などとヘイトス

ピーチを伴う街宣活動がなされた

●外国人というだけで店舗への入店

やマンションなどの住宅への入居を

拒否された

●サッカーの試合で、一部のサポー

ターが日本人以外は観客席に入場す

るなという意図で「ＪＡＰＡＮＥＳ

Ｅ　ＯＮＬＹ」と書かれた横断幕を

観客席入口に掲げていた

●四国のお遍路めぐりの際に巡礼者

が利用する休憩所に、外国人を差別

する貼り紙が貼られていた

　
最
近
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
い
う
言
葉
を
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
聞
い
た
り

見
た
り
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
は
、
特
定
の
人
種
や
民
族
、
宗
教
、
性
的
指
向
を
持
つ
人
な
ど

に
対
す
る
明
確
な
差
別
的
な
意
図
に
基
づ
く
暴
言
や
差
別
を
あ
お
る
よ
う
な
主
張
を
言

い
ま
す
。

　
国
際
的
に
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
日
本
で
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
人
権
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

人権特集

ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ
イイイイイイイイイイ
トトトトトトトトトト
スススススススススス
ピピピピピピピピピピ
ーーーーーーーーーー
チチチチチチチチチチ
とととととととととと
人人人人人人人人人人

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
人
権権権権権権権権権権権



国
際
社
会
か
ら
厳
し
い

指
摘
～
多
文
化
共
生
の

視
点
か
ら
～

　
日
本
に
お
け
る
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
が
マ
ス
コ
ミ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
報
道
さ
れ
て
い

る
中
で
、
　

年
７
月
の
国
連
自

２６

由
権
規
約
委
員
会
お
よ
び
同
年

８
月
の
国
連
人
種
差
別
撤
廃
委

員
会
の
最
終
見
解
で
、
日
本
政

府
に
対
し
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

へ
の
対
処
が
勧
告
さ
れ
る
な

ど
、
国
際
社
会
か
ら
は
、
厳
し

い
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
こ
の
問

題
を
新
た
な
法
律
に
よ
っ
て
包

括
的
に
規
制
し
よ
う
と
い
う
動

き
に
対
し
て
政
府
は
、
憲
法
で

保
障
さ
れ
た
「
表
現
の
自
由
」

と
の
関
係
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
形

態
の
人
種
差
別
の
撤
廃
に
関
す

る
国
際
条
約
（
人
種
差
別
撤
廃

条
約
）
の
一
部
を
留
保
し
て
お

り
、
法
的
規
制
に
つ
い
て
は
慎

重
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
行

為
を
罰
し
た
り
、
被
害
者
の
尊

厳
や
名
誉
を
回
復
す
る
と
い
っ

た
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い
て
は
民

法
な
ど
現
行
法
の
下
で
対
処
す

る
こ
と
で
、
人
種
差
別
撤
廃
条

約
の
実
効
性
は
確
保
で
き
る
と

い
う
立
場
に
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、
国
連
か
ら
の
勧
告
や

国
際
社
会
の
人
種
差
別
に
対
す

る
厳
し
い
姿
勢
を
考
え
る
と
、

人
と
し
て
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、

言
葉
の
暴
力
で
あ
る
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
こ
の
ま
ま
放
置
し
て

お
く
こ
と
は
決
し
て
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

人
権
に
国
境
は
な
い

　
２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
を
控
え
、
外
国
人
と
接
す

る
機
会
は
今
後
ま
す
ま
す
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
観
光
立
国
を
め
ざ

す
以
上
、
誰
も
が
住
み
や
す
い

国
や
地
域
と
し
て
そ
の
魅
力
を

国
内
外
に
発
信
し
、
活
気
に
あ

ふ
れ
た
地
域
社
会
を
築
い
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　「
人
権
に
国
境
は
な
い
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
憲
法
な
ど
に
あ
る
よ
う
に
、

人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的

出
身
な
ど
に
よ
っ
て
個
人
の
自

由
と
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
（
＝

差
別
さ
れ
る
）
こ
と
な
く
、
私

た
ち
一
人
一
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の

多
様
性
を
認
め

合
い
、
相
互
理

解
の
心
を
持
っ

て
、
互
い
に
尊

重
し
あ
う
社
会

を
共
に
築
い
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
と
人
権
に
つ
い
て

考
え
、
家
族
や
友
人
な
ど
と
話

し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

　
早
急
に
何
ら
か
の
有
効
な
対

策
措
置
を
と
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
を

い
か
に
実
効
的
な
も
の
に
し
て

い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
法
規
制
な
ど
の
枠
組

み
を
整
備
し
て
適
切
な
措
置
を

講
じ
る
の
は
国
の
果
た
す
べ
き

役
割
で
す
が
、
こ
れ
は
国
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
私
た
ち
が

こ
れ
ま
で
地
道
に
取
り
組
ん
で

き
た
多
文
化
共
生
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
真
価
も
問
わ
れ
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

　
私
た
ち
も
日
常
社
会
レ
ベ
ル

で
の
相
互
理
解
の
促
進
や
、
い

か
な
る
差
別
も
絶
対
に
許
さ
な

い
と
い
う
決
意
を
示
す
こ
と

が
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
だ
け
で

な
く
障
が
い
者
や
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
人
た
ち
が
抱
え
る
問

題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

異
質
な
も
の
を
排
除
す

る
社
会

　
こ
の
よ
う
な
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
の
問
題
は
、
日
本
に
お
け
る

そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
の
様
相
を
あ
り
の
ま
ま
に
表

し
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

は
外
国
人
に
対
す
る
問
題
だ
け

で
は
な
く
、
被
差
別
部
落
、
ア

イ
ヌ
、
琉
球
・
沖
縄
の
人
た
ち
、

盲
導
犬
や
聴
導
犬
、
介
助
犬
を

連
れ
た
障
が
い
の
あ
る
人
た

ち
、
L
G
B
T
（
L
＝
レ
ズ
、

G
＝
ゲ
イ
、
B
＝
バ
イ
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
、
T
＝
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
な
ど
の
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
（
性
的
少
数
者
）

の
人
た
ち
に
向
け
ら
れ
た
ま
な

ざ
し
と
根
底
で
は
つ
な
が
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
人
権
問

題
に
対
し
て
共
通
し
て
言
え
る

の
は
、
異
質
な
も
の
を
排
除
し

よ
う
と
す
る
社
会
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。

１３

≪人種差別撤廃条約≫

　１９６３年の国連総会で、「あらゆ

る形態の人種差別の撤廃に関す

る国連宣言」が採択されました。

　その２年後の１９６５年の国連総

会で同条約が全会一致で採択さ

れ、１９６９年１月４日に効力を生

じました。

　この条約では、全ての人の人

権および基本的自由の平等を確

保するため、あらゆる形態の人

種差別を撤廃することを定めて

います。

　日本は１９９５年にこの条約に加

入しました。



１４

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
年
２
月
号
の
「
短
歌
」
は
　
月
　
日

、

２８

１２

３１

３
月
号
の
「
俳
句
」
は
　
年
１
月
　
日

、
４

２８

３１

月
号
の
「
川
柳
」（
宿
題
「
組
」）
は
２
月
　
日


２９

ま
で
に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ

い
。
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝
秀
句
＝

秋
彼
岸
日
の
ぬ
く
み
あ
る
水
を
替
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
錦
織
東
　
渋
谷
　
あ
け
み

∧
選
評
∨
俳
句
と
は
、
文
章
で
い
う
 起
 
・

 承
 
・

 転
 
・

 結
 
・

 の
 
・

 結
 
・

は
読
者
に
与
え
、
様
々
の
連
想
を
さ
せ
る
。
掲
句
の

感
動
は
秋
彼
岸
の
暑
さ
に
あ
り
、 
ぬ
 
・

 く
 
・

 み
 
・

 あ
 
・

 る
 水
を

・

替
ふ
と
表
現
。
読
者
は
こ
こ
に
様
々
の
連
想
を
重
ね

俳
句
を
楽
し
む
。
結
を
読
者
に
委
ね
秀
句
と
な
し
た
。

朝
取
り
の
い
よ
い
よ
深
き
茄
子
の
瑠
璃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
陽
台
　
　
今
西
　
尚
子

国
境
を
悠
然
と
越
え
鷹
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
町
　
　
　
土
井
　
清
子

全
神
経
足
裏
に
集
め
敷
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
田
林
町
　
　
　
錦
　
幸

露
天
風
呂
舟
歌
な
が
る
星
流
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
辺
台
　
　
矢
野
　
正
弓

苔
の
む
す
史
蹟
の
墓
や
 石
  蕗
 の
花

つ
 

わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
々
山
台
　
　
岡
林
　
均

御
手
洗
の
指
間
に
刺
さ
る
寒
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
台
　
　
　
髙
橋
　
潔

女
子
会
と
大
手
は
振
れ
ぬ
戦
中
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
詠

※
　
年
１
月
号
は
「
川
柳
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、

２８
応
募
は
　
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

１１

３０

頂
点
　
日
原
　
輝
子
選

　
今
月
の
詠
題
「
当
季
雑
詠
」

西板持町　

　中川　 泰  那 ちゃん（５カ月）
だい な

かわいい笑顔にメロメロ!!

わが家の宝物

北大伴町　

　小野　 零  之  亮 ちゃん（１１カ月）
れい の すけ

私達家族の天使。

産まれてきてくれてありがとう。

錦織東　

　高橋　 湊 ちゃん（２カ月）
みなと

いろんなところに遊びに行こうね!!

だいすきだよ

イ わ が 家
の ア ド ル

　わが家のアイドル（対象年齢は４

歳未満、兄弟・姉妹と一緒に写って

いる写真でも可）は、写真の裏に、

名前（ふりがな）と撮影時の年齢

（月齢）を記入し、メッセージ（20

字程度）を添えて、封書で左記の宛

先まで応募してください。

　なお、今応募された場合、掲載は約２カ月後になり

ます。

宛先



１５

　
歳
か
ら
の
                         

20が
ん
検
診
デ
ビ
ュ
ー

　「
が
ん
は
若
い
頃
に
は
な
ら
な
い
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
実
は
そ
う

で
な
い
が
ん
も
あ
り
ま
す
。

　
子
宮
 頸
 が
ん
は
近
年
　
～
　
歳
代

け
い

２０

３０

の
若
い
世
代
に
急
増
し
て
い
る
が
ん

で
す
。
そ
の
た
め
、　

歳
か
ら
の
検

２０

診
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
何
が
原
因
？

　
子
宮
頸
が
ん
は
多
く
の
場
合
、
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
H
P
V
）

に
持
続
的
に
感
染
す
る
こ
と
が
原
因

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
ほ
と
ん
ど
が

性
交
渉
に

よ
り
感
染

し
、
多
く

の
女
性
が

一
生
に
一

度
は
感
染

す
る
と
言

わ
れ
る
ウ

イ
ル
ス
で

す
。
　
通
常
ウ

イ
ル
ス
は

自
然
に
排

除
さ
れ
ま

す
が
、
ウ

イ
ル
ス
が

排
除
さ
れ

ず
持
続
的
に
感
染
が
続
く
場
合
が
あ

り
、
ご
く
一
部
の
人
が
が
ん
に
な
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
早
期
に
発
見
し
治
療
す
れ
ば
、
ほ

ぼ
完
治
し
ま
す
　!!

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
が
ん
に
な
る

前
の
細
胞
（
前
が
ん
病
変
）
の
段
階

で
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
検
診
で

す
。
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
ほ
ぼ

完
治
し
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
は
初
期

で
は
無
症
状
の
こ
と
が
多
く
、
が
ん

化
す
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
た
め
、

２
年
に
１
回
継
続
的
に
検
診
を
受
け

る
こ
と
で
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま

す
。

◆
検
診
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る

の
？
　
綿
棒
や
柔
ら
か
い
ヘ
ラ
で
子
宮
の

入
口
の
細
胞
を
軽
く
こ
す
り
取
り
ま

す
。
こ
の
検
査
は
ほ
と
ん
ど
痛
み
は

な
く
、
短
時
間
で
終
わ
り
ま
す
。

◆
あ
な
た
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に

　
婦
人
科
の
検
診
は
少
し
抵
抗
が
あ

る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
子
宮
頸
が
ん
は
進
行
し
て
し

ま
う
と
、
妊
娠
の
機
会
が
奪
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な
人
の

た
め
に
、
勇
気
を
も
っ
て
検
診
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
無
料
で
が
ん

検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
で
対
象
の
年
齢
で
あ
れ
ば
、

医
療
保
険
の
加
入
状
況
に
か
か
わ
ら

ず
、
無
料
で
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
　
ペ
ー
ジ
を

１８

ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
〔

　
５
５
２

（２８）

０
〕

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
        

図
書
館
の
便
利
な
サ
ー
ビ
ス

　
図
書
館
は
、
ど
な
た
で
も
利
用
で

き
る
公
共
施
設
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

資
料
を
そ
ろ
え
た
り
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
講
演
会
な

ど
を
開
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

●
「
お
と
な
の
た
め
の
朗
読
会
～
聴

い
て
楽
し
む
お
と
な
の
読
書
～
」
講

演
会
　
同
講
演
会
は
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
く
さ
ぶ
え
」
の
朗
読

で
詩
や
古
典
文
学
、
時
代
小
説
な
ど

多
彩
な
文
学
を
聴
い
て
楽
し
む
催
し

で
す
。

　
同
講
演
会
は

金
剛
図
書
館
で

開

催

し
て

お

り
、
今
年
で
３

回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
約
７

割
が
　
歳
以
上

６０

と
シ
ニ
ア
世
代

の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
視

覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
も
一
緒
に
楽

し
め
る
催
し
と
し
て
も
定
着
し
て
き

て
い
ま
す
。

《
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
く

さ
ぶ
え
」
》

　
昭
和
　
年
に
発
足
し
た
「
く
さ
ぶ

５６

え
」
は
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
を

対
象
に
本
な
ど
を
朗
読
し
、
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
や
デ
イ
ジ
ー
（
デ
ジ
タ
ル

録
音
図
書
）
で
提
供
す
る
な
ど
の
活

動
を
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
す
。
ま
た
、「
声
の
広
報
と
ん

だ
ば
や
し
」
の
制
作
も
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
現
在
、　

人
が
図
書
館
や
市
社
会

３６

福
祉
協
議
会
を
拠
点
に
活
動
さ
れ
て

お
り
、
図
書
館
で
は
、
こ
の
よ
う
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
え
る
た
め

に
「
音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

習
会
」を
毎
年
開
催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

●
大
活
字
本
コ
ー
ナ
ー
・
視
聴
覚

コ
ー
ナ
ー

　
図
書
館
に
は
、「
大
活
字
本
」
と

い
う
通
常
よ
り
大
き
な
活
字
、
読
み

や
す
い
書
体
で
印
刷
さ
れ
た
本
を
そ

ろ
え
て
い
ま
す
。
視
覚
に
障
が
い
の

あ
る
人
だ
け
で
な
く
小
さ
い
文
字
が

見
づ
ら
く
な
っ
て
き
た
シ
ニ
ア
世
代

に
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す

（
　
年
度
末
現
在
で
１
７
０
０
冊
所

２６蔵
）。

　
ま
た
、
Ｃ
Ｄ
（
　
年
度
末
現
在
で

２６

６
２
２
１
タ
イ
ト
ル
所
蔵
）
に
は
、

音
楽
以
外
に
落
語
や
朗
読
も
あ
り
、

こ
ち
ら
も
特
に
シ
ニ
ア
世
代
に
ご
好

評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
図
書
館
は
、
障
が
い
な
ど
を
理
由

に
ご
自
身
で
本
を
読
む
の
が
困
難
な

人
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

中
央
図
書
館
〔

　
４
９
２
１
〕

（２５）

金
剛
図
書
館
〔

　
１
１
７
１
〕
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図書館ホームページ〔http://www.city.tondabayashi.osaka.jp/public/section/library/〕
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■■本番さながらの投票を体本番さながらの投票を体験験

　11月３日、すばるホールで、市表彰式を開催しました。

　式典では、市表彰条例に基づき市政や自治振興、教育文化、公安防災、産業振興、福祉衛生の各

分野で活躍、貢献された皆さんの功績をたたえ、多田市長から表彰状を授与しました。

　今後もそれぞれの分野で、さらなる活躍を期待しています。

■■市表彰式～２７人と９団体を表彰市表彰式～２７人と９団体を表彰～～

　11月10日、南　義信さん、直美さんご夫婦が

皇居への献上米の報告のため、市役所を訪れま

した。義信さんは、「献上米は東條地区の『ほん

わか米』と作り方は全く変わりません。地域の

皆さんのお手伝いのおかげで献上できたことを

誇りに思います」と話されました。

　なお、南さんが所属される東條地区農業活性化

協議会は、地域における農業振興への貢献が認め

られ、27年度近畿農政局長賞を受賞されました。

■■皇居への米皇居への米のの献上を報告献上を報告

　10月23日、第三中学校で、出前講座「模擬投

票で選挙を学ぶ」が実施されました。

　これは、早ければ来年夏の参議院議員通常選

挙から選挙権年齢が「18歳以上」に引き下げら

れるのを受け、早いうちから選挙に関心をもっ

てもらおうと実施されたもの。当日は、「とっ

ぴー市」で市長選挙が実施されたという想定の

下、生徒たちは３人の候補者の公約を聞き、校

内に設置された投票所で一票を投じていました。
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■着物の似合うまちに

　11月14日、じないまち交流館で、「昔の婚礼

衣装の着付けライブ」が実施されました。

　これは、富田林・じないまちキモノ散歩のイ

ベントの一つとして実施されたもので、当日は、

婚礼衣装の着付け実演の後、大正時代の婚礼衣

装を身にまとった夫婦役の二人が寺内町を散策

しました。

　二人の歩く寺内町は、一昔前に戻ったような

雰囲気を醸し出していました。

■お料理うまくできたかな？

　10月24日、中央公民館で、「富田林産でつく

ろう！～四季の地場産食材でつくるこども料理

教室～」が開催されました。参加した子どもた

ちは、市内で採れたサツマイモを使った蒸しパ

ン作りや里芋（親芋）を使ったゴマ団子作りに

挑戦しました。最初は慣れない手つきでしたが、

保護者に手伝ってもらいながら楽しそうに料理

しました。最後には作った料理をみんなでおい

しそうに味わっていました。

■秋風に揺れるコスモス

　11月14日、すばるホールで、「とんだばやし

認知症市民フォーラム」が開催されました。

　当日は、医師による認知症予防・生活習慣病

予防のために心掛けておきたい食事や運動のポ

イントについての講演や市民団体などによる地

域での取り組みの発表がありました。また、認

知症に関する読書感想文の表彰式や健康・介護・

栄養相談、パネル展示なども実施され、参加者

は認知症についての理解を深めていました。

　10月23日、市農業公園サバーファームのお花

畑では、満開のコスモスが来園者を迎えていま

した。

　白色や濃淡のあるピンクに色づいたコスモス

が秋風に吹かれて揺れるなか、訪れた人たちは

お花畑に入って花の香りをかいだり、一面に咲

き誇ったコスモスを背景に記念撮影をしたりと

思い思いに秋の一日を楽しんでいました。

■認知症への理解を深める
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保健医療
明記のないものは費用無料。問い合わせ、申し込みは、保健センター
〔(２８)５５２０・(２９)７７６０〕へ。指定医療機関（※）は、４月号広報
に折り込みの「平成２７年度保健事業案内」をご覧ください。

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁

桁
桁
桁

高齢者を対象とした              

インフルエンザ予防接種事業

対象者　①満６５歳以上で希望する人、

②心臓・腎臓・呼吸器の機能またはヒ

ト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）により

免疫機能に障害を有し、身体障がい者

手帳１級または同程度の障がいがある

満６０歳以上６５歳未満で希望する人

接種回数　１回

実施期間　２８年１月３１日まで

実施医療機関　４月号広報に折り込み

の「平成２７年度保健事業案内」に記載

（なお、矢野クリニック（向陽台）、北

野クリニック（平町）、中村医院（太子

町）が閉院のため実施なし。おくひら

内科（向陽台）〔(４０)５５６８〕が開院の

ため追加になります）

※かかりつけの医療機関が河内長野

市、大阪狭山市、羽曳野市にある場合

は、接種可能か医療機関へお問い合わ

せください。

費用　１０００円　

※市外の施設や病院に入所・入院中の

人で、接種費用が１０００円を超えた場合

は保健センターへご相談ください。

※生活保護世帯の人は無料で受けるこ

とができますので、接種前に保健セン

ターまたは生活支援課（内線１６５）へお

問い合わせください。

持ち物　健康保険被保険者証、介護保

険被保険者証または住所、氏名、生年

月日が確認できる書類、身体障がい者

手帳（６０歳以上６５歳未満の人）

その他

・予診票は医療機関に備え付けていま

す。受ける前に記入してください。

・現在通院（治療）中の人やアレルギー、

免疫不全の人は主治医に予防接種を受

けられるか、よくご相談ください。

富田林病院助産師・正看護師・
看護助手募集

職種　助産師、正看護師（いずれも正

規職員）、看護助手（パート職員）　

※勤務形態や申し込み方法など詳しく

はお問い合わせください。

問い合わせ　富田林病院総務課〔(２９)

１１２１・Ｅメールjinji@tonbyo.org〕　

※見学も随時受け付けしています。

１８

がん検診（胃、肺、大腸）の
追加申し込みを受け付けます

　富田林病院健診センターで実施する

がん検診を追加受け付けします。希望

される人は、保健センターにお問い合

せください。

とき　２８年１月～３月の月～土曜日

（第３・５土曜日、祝日、１月２日

は除く）

ところ　富田林病院健診センター

内容　胃がん・肺がん（結核含む）・大

腸がん検診

対象者　市内在住で４０歳以上の人

※２７年度中に市が主催するがん検診を

既に受診、予約された人は除きます。

費用　無料

申し込み　１２月７日、午前９時～、

保健センター〔(２８)５５２０〕へ（申し

込み先着順）

※介助が必要な人は申し込み時にお伝

えください。
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子宮 頸 がん予防（ＨＰＶ）ワクチ
けい

ンの積極的勧奨はしていません

　本市では現在、子宮頸がん予防（Ｈ

ＰＶ）ワクチン接種に対し、接種を促

すはがきなどを各家庭に送るなどの積

極的勧奨は実施していません。

　これは、厚生労働省の勧告によるも

ので、同ワクチンとの因果関係を否定

できない接種部位以外の持続的な痛み

がワクチン接種後に特異的に見られた

ことから積極的勧奨をしないことにな

りました。

　ただし、定期接種の対象者で接種を

希望する人は、これまでどおり定期接

種として接種できますので、ワクチン

接種の有効性および安全性などについ

て十分理解していただいた上で接種し

 健診・予防接種
てください。同ワクチンについて詳し

くは、厚生労働省ホームページ〔http://

www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-

kansenshou２８/〕や市ウェブサイト各

課のページ「健康づくり推進課」をご

覧ください。

問い合わせ　ＨＰＶワクチン相談窓口

〔０３(５５２４)８１３７〕（祝日、年末年始を

除く月～金曜日、午前９時～午後９時）、

または、保健センター〔(２８)５５２０〕

市立休日診療所（歯科）、年末年
始の午後診療を受け付けます

　市立休日診療所（歯科）の診療は、

年末年始（１２月２９日～２８年１月３日

）期間中、午前９時～１１時３０分に加

え、午後１時～３時３０分も受け付けし

ます。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕



育児教室「ぴよぴよクラス」

とき　２８年１月２０日、午後０時５０分

～３時１５分　ところ　保健センター

内容　離乳食の進め方、調理実演、試

食、育児の話（赤ちゃんの泣く意味に

ついて）、交流会、ふれあい遊び、個別

相談など　対象者　４カ月児健診受診

後～８カ月未満の乳児と保護者　

定員　２５組（申し込み先着順）

参加費　無料

申し込み　１２月７日～、保健セン

ター〔(２８)５５２０〕へ

ファミリー・サポート・セン
ター交流会

　ファミリー・サポート・センターで

は、援助してほしい人と援助したい人

が会員となり、子育てを地域で交互に

応援しています。このたび、「みんなで

体を動かそう!!～親子で楽しくスキン

シップ～」をテーマに交流会を開催し

ます。

　会員以外の人も参加していただけま

す。音楽に合わせて体を動かして元気

に寒さを吹き飛ばしましょう。

とき　１２月１２日、午前１０時～１１時３０

分（午前９時４５分～受け付け）

ところ　青少年スポーツホール

※駐車場には限りがありますので、で

きるだけ公共交通機関をご利用くださ

い。

内容　タオルを使っ

ての運動や体を使っ

たバランス遊びなど

で、親子でリラック

スタイムを過ごす

対象者　市内在住の小学生以下の子ど

もとその保護者

定員　５０組（申し込み先着順）

参加費　無料

持ち物　上靴、バスタオル（親子で１

枚）

※動きやすい服装で参加ください。

申し込み　１２月７日～１０日までに、

こども未来室（内線２０５）へ

子育て講座

①クリスマス会

とき　１２月２１日、午前１０時～１１時

ところ　ふれんど保育園　定員　１０組

②手作りおもちゃ

とき　２８年１月７日、午前１０時～１１

時

ところ　ふれんど保育園　定員　１０組

③たこあげ　

とき　２８年１月１２日、午前１０時～１１

時

ところ　常徳保育園　定員　１０組

申し込み　①は１２月１４日～、②は２４

日～、③は２８年１月５日～各園へ

（申し込み先着順、各園の電話番号は

右表に記載）

梅の里保育園内　　　　　　
子育て支援センターの催し

●エンジョイイベント「クリスマス会」

とき　１２月２４日、午前１０時～１１時３０

分

対象者　就学前の子

どもとその保護者

定員　２０組（申し込

み先着順）

申し込み　１２月７日～２２日までに

電話で、同支援センター〔(２３)４５５５〕

へ

２０

各施設の電話番号は31ページをご覧ください

「ファミリー・サポート・センター」（こども未来室　内線２０５）　依頼会員として登録された人に、援助者を紹介します。

仕事や用事で子どもの面倒を見られないときにその人に援助を依頼できます。また、援助してくださる人も募集しています。



 

市非常勤職員（学童クラブ指
導業務）を募集

業務内容　学童クラブ指導業務

※雇用契約は、２８年４月１日から１

年間で、勤務成績などにより翌年度の

契約更新が可能（上限あり）です。

※勤務日など詳しくは実施要領をご覧

ください。

受験資格　

次のいずれかに該当する人

●保育士、社会福祉士、幼稚園教諭、小・

中学校教諭、高等学校教諭のいずれか

の資格を有する

人、または２８年

３月３１日まで

に資格取得見込

みの人

●高等学校卒業

者などであり、

かつ２年以上放

課後健全育成事業などの児童福祉事業

に従事したことがある人

●大学などにおいて社会福祉学、心理

学、教育学、社会学、芸術学もしくは

体育学などのいずれかの課程を修めて

卒業（修了）した人、または２８年３月

３１日までに卒業（修了）見込みの人

採用人数　４０人程度

試験日・内容　２８年１月１０日（予備

日１１日）、書類審査、面接試験　※面

接時間・場所については、申し込み時

にお知らせします。

合格発表　２８年１月末までに本人へ通

知

申し込み　１２月１６日～２８年１月８日

まで（土・日曜日、祝日、年末年始

を除く午前９時～午後５時３０分）に、

所定の申込書に写真を貼って必要事項

を記入し、各資格証の写しを添えてこ

ども未来室（内線２９６）へ（郵送不可）

※申込書、実施要領は１２月１日～、

人事課（内線３２２）およびこども未来室

で配布（市ウェブサイトの各課のペー

ジ「人事課」からダウンロードもでき

ます）。

募　集
 

児童扶養手当の支払月です

振込日　１２月１１日

支払内容　８～１１月分

　受給されている人は口座の入金を確

認してください（口座、支給月額は児

童扶養手当証書に記載されています）。

　なお、手当てを受けている人が婚姻

（事実婚を含む）や死亡、日本国内に

住所を有しなくなった場合や公的年金

を受けることができるようになった場

合など、受給のための申請の内容と

違った現況になった場合は、必ず届け

出をしてください。

　届け出をされないまま手当てを受け

ていると、手当額を返していただくこ

とがありますのでご注意ください。

　また、氏名、住所、金融機関などを

変更されたときも忘れずに届け出をし

てください。

※詳しくは、児童扶養手当証書を参照

してください。

問い合わせ　こども未来室（内線２０４）

 

母子・父子家庭自立支援教育
訓練給付金事業を実施します

　本市では、ひとり親家庭の親の自立

促進を図ることを目的として、同給付

金事業を実施します。

対象者　本市在住のひとり親家庭の親

で、児童扶養手当の支給を受けている、

または同様の所得水準にある人で、雇

用保険法による教育訓練給付制度の受

給資格を有していない人

対象となる講座　雇用保険の教育訓練

給付制度の指定教育訓練講座

支給額　対象講座の受講のために支

払った費用（入学料および受講料に限

る）の２０㌫を支給

※支給額の上限は１０万円です。ただ

し、支給額が４０００円を超えない場合は

支給しません。

※同事業利用には、受講開始前に事前

の相談と対象講座の指定申請が必要に

児童福祉

教　育

なります。また、指定講座受講終了後

に支給申請が別途必要です。詳しくは

お問い合わせください。

問い合わせ　こども未来室（内線２０６）

母子・父子家庭高等職業訓練
促進給付金事業を実施します

　本市では、ひとり親家庭の親が就業

に結びつきやすい資格を取得するため

に、養成機関で講座を受講する場合に、

その期間中の生活の不安を解消し、安

定した就業環境を維持することを目的

として、同給付金事業を実施します。

対象者　本市在住のひとり親家庭の親

で、児童扶養手当の支給を受けている、

または同様の所得水準にある人

対象となる資格　看護師、介護福祉士、

保育士、理学療法士、作業療法士

給付金の種類

①促進給付金　支給期間の上限は２年

間で、次の金額を支給

●市・府民税非課税世帯＝月額１０万円

●市・府民税課税世帯＝月額７万５００円

②修了支援給付金　各資格の養成課程

修了後、次の金額を支給

●市・府民税非課税世帯＝５万円

●市・府民税課税世帯＝２万５０００円

※同事業利用には受講開始前に事前の

相談が必要になります。

※修業年限が２年以上の養成機関にお

いて修業する場合のみ対象となりま

す。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　こども未来室（内線２０６）

 

子育て相談会

　保健センターでは、毎月１回（第３

火曜日、午後１時～４時）、子育て相談

会を開催していますので、気軽にご利

用ください（要予約）。

内容　身体計測、発育発達、母乳、離

乳食、幼児食、育児に関する不安や心

配事など子育て全般に関する相談　

※身体計測のみを希望する人は午後２

時３０分～３時に直接お越しください。

問い合わせ　保健センター〔(２８)

５５２０〕

講座･催し

２１



２２

 

引きこもり相談窓口

　１５歳（中学校卒業後）からおおむね

３９歳までの人で引きこもりなどに悩ん

でいる人とその保護者を対象に、カウ

ンセラーによる相談を実施します。

とき　①１２月１７日、②２８年１月２８日

、午後１時～２時３０分、午後２時３０

分～４時　ところ　青少年センター　

定員　各１人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　①は１２月７日～１０日、

②は２８年１月６日～２１日までに、

社会教育課へ（電話申し込み可）

相　談
仕事に関する無料相談のご利
用を

　本市では、各種就労相談や労働相談

を実施しています。

　就労相談では、相

談員が、仕事探しの

方法や心構え、資格・

技能取得講座、履歴

書の書き方、面接の

受け方など就労に関

するさまざまなことについて、助言を

します。

　仕事の斡旋（求人企業の紹介）はで

きませんが、ハローワークなどの求人

情報を提供するなど、求職活動を支援

します。

　「働きたいけれど、どうすればいいの

か分からない」、「経験もないのでどん

な仕事が自分に合うか分からない」な

どとお悩みの人は、１人で悩まずに一

度相談にお越しください。

　毎月の相談日は原則次のとおりで

す。

①就労支援相談　月～金曜日

②お出かけ就労支援相談　第４火曜日

③若者の就労相談　第３水曜日

④障がい者就業・生活相談　第３月曜

日

⑤労働相談　第２木曜日

※いずれも祝日、年末年始を除く。

※相談時間、予約の有無、場所など詳

しくは下表をご覧ください。

問い合わせ　商工観光課（内線４８１）

各施設の電話番号は31ページをご覧ください

こころの電話相談　〔(２５)８２６４〕 毎週水曜日　午前１０時～午後３時３０分（ただし、祝日、年末年始は休み）



 

ヘルスメイトの料理教室       
～「減塩」野菜をもう一皿～

　生活習慣病を予防するには減塩を心

掛けた食生活が必

要です。同料理教

室では、「減塩」を

テーマに塩分控え

めでおいしく食べ

られる野菜たっぷ

りの献立を紹介し

ます。

　この料理教室で学んだ事を隣近所や

家族と共有し、地域の皆さんと一緒に

健康づくりに取り組みましょう。

とき　２８年１月１９日、午前１０時～午

後１時

ところ　保健センター　

内容　調理実習、講義　

対象者　市内在住で４０歳以上の人

定員　３０人　参加費　３００円

申し込み　１２月２２日（必着）までに、

はがきに教室名、参加者の住所、氏名、

年齢、性別、電話番号を記入し、５８４-

００８２向陽台一丁目３の３５　保健セン

ター内食生活改善推進協議会へ（申し

込み多数の場合抽選）

問い合わせ　溝川さん〔(２４)４０５５〕、

本多さん〔(２５)９３５４〕

保健学習会「食中毒予防等に
ついて」

とき　１２月１８日、午後１時～３時

ところ　保健センター

内容　食品衛生監視員の食中毒予防の

話、健康運動指導士による運動・体操

の実技指導など

定員　１５人（申し込み先着順）

対象者　市内在住の人　

参加費　無料

持ち物　運動しやすい服装、運動靴、

水筒、タオル

申し込み　１２月７日、午前９時～、

岸本さん（いきいき健友会）〔(２４)

９１８９〕　※同会ではウォーキングを毎

週実施しています。詳しくはお問い合

わせください。

講　座
 

国民年金保険料の納め忘れは
ありませんか

　毎月の国民年金保険料は、日本年金

機構から送付する納付書などで、翌月

の末日までに納

めていただくこ

とになっていま

す。保険料の納

め忘れがある

と、未納期間に

応じて将来受け

取る老齢基礎年

金の受給額が少

なくなったり、受けられなくなったり

することがあります。また、病気やけ

が、死亡など万一の場合に、障がい基

礎年金や遺族基礎年金が受けられなく

なることがあります。

■便利な口座振替をご利用ください

　納め忘れを防ぐため、便利で確実な

口座振替をご利用ください。また、口

座振替には、早割や２年・１年・６カ

月前納などのお得な方法があります。

　口座振替の申し込みは、預（貯）金

通帳と通帳の印鑑、年金手帳を持参し、

取扱金融機関または年金事務所で手続

きをしてください。

問い合わせ　天王寺年金事務所〔０６

(６７７２)７５３１〕

国民年金基金に加入しませんか

　国民年金基金とは、国民年金に年金

を上積みする公的な制度です。

　２０歳以上６０歳未満の国民年金の第１

号被保険者（自営業の人など）や、６０

歳以上６５歳未満の国民年金に任意加入

して保険料を納めている人が加入でき

ます。

　掛け金は、所得税や市・府民税の社

会保険料控除の対象になります。

　また、受け取る年金にも公的年金等

控除が適用されるなど、税制面で優遇

措置があります。

問い合わせ　府国民年金基金〔０１２０

(６５)４１９２〕

国民年金
介護予防サポーター養成講座

　市内で開催される介護予防教室にお

いて、介護予防の知識や運動の実践方

法などを指導する同サポーターを養成

します。

とき　２８年１月１４日～３月１７日の毎週

木曜日（２月４日、１１日は除く）、午前

１０時～午後３時３０分（２月２５日～３月

１７日は正午まで）と介護予防教室の見

学１回（全９回）

ところ　市消防本部

内容　介護予防のための運動、栄養、

口腔機能に関する基礎知識と指導方法

や運動実技の指導方法など

対象者　市内在住で講座修了後、高齢

者の介護予防や健康づくりを支援する

「介護予防サポーターの会（健やかスマ

イル）」に入会し、介護予防教室で指導

（月３回以上）できる人

定員　２０人

参加費　無料

申し込み　２８年１月７日までに高齢

介護課（内線１９６）へ（申し込み多数の

場合抽選、電話申し込み可）

※同サポーターの活動についての説明

会を１２月２４日、午後１時３０分～、市

役所地下９０４会議室で開催しますので、

参加を希望する人は当日、直接会場へ

お越しください。

若さ・健康・体力アップ教室

とき　２８年１月１５日～２月２６日の毎週

金曜日、午前９時４５分～１１時４５分（全

７回）

ところ　け

あぱる

内容　体力

チェック、

若さと健康

を保つため

の運動や食

事のポイント、口のケアについてなど

対象者　市内在住で６５歳以上の人　

定員　３０人

参加費　無料

申し込み　２８年１月５日までにけあ

ぱるへ　※申し込み多数の場合抽選。

ただし、初めて参加される人を優先し

ます。

２３



 

納付済み国民健康保険料額の
お知らせ

　納付された国民健康保険料は、所得

税や市・府民税の社会保険料控除の対

象になります。

　２７年１月～１２月末までに市国民健康

保険料を納付された全ての世帯に、「納

付済額のお知らせ」を２８年１月中旬に

送付します。

　また、口座振替で納付された世帯に

は、２７年１月５日振替分（２６年度１２月

分保険料）から１１月３０日振替分（２７年

度１１月分保険料）まで１年間分の「口

座振替済み通知書」も併せて送付しま

す。

問い合わせ　保険年金課（内線１５２、１５６）

 

固定資産税（償却資産）の申告を

　固定資産税は土地や家屋に課税され

ますが、それ以外で事業や営業のため

に所有している償却資産（構築物、機

械や装置、車両や運搬具、工具、器具、

備品など）も課税の対象になり、その

所有者に課税されます。

　２８年１月１日

現在、市内に償

却資産を所有し

ている法人や個

人事業主は、２８

年２月１日ま

でに申告してください（休・廃業され

ている場合も申告が必要です）。

　所有者には１２月中に申告書類を郵送

しますが、届かないときや事業の開始

により初めて申告される場合はご連絡

ください。　

※本市では、インターネットによる電

子申告サービス「ｅＬＴＡＸ（エルタッ

クス）」がご利用いただけます。詳しく

は、（一社）地方税電子化協議会〔０３

(５５００)７０１０・http://www.eltax.jp/〕へお

問い合わせください。

問い合わせ　課税課（内線１１４、１１５）

国民健康保険

税

森林環境税が導入され、個人府
民税の均等割額に加算されます

　近年、集中豪雨の多発により、土砂

災害などの自然災害の

発生リスクが増大する

中で、森林が果たして

きた災害防止機能など

を維持し、次世代に健全な森林を引き

継ぐため、府では、２８年度から「森林

環境税」を導入し、森林の環境整備に

必要な財源を確保します。

課税方法　２８～３１年度までの４年間、

府民税均等割額に３００円を加算（個人府

民税均等割の超過課税）

※詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　府環境農林水産部みどり

推進室〔０６(６２１０)９５５７〕

平成30年度から事業主を特別徴
収義務者として一斉指定します

　府では、個人住民税（個人府民税・

市町村民税）の適正かつ公平な課税・

徴収に向けて、給与から差し引きされ

る「特別徴収」の実施を推進しています。

　３０年度からは個人住民税の特別徴収

を徹底するため、事業主を特別徴収義

務者として一斉指定します。なお、府

と府内全市町村では、「オール大阪共同

アピール」を採択し、皆さんへこの取

り組みの周知を実施しています。

　特別徴収とは、事業主（給与支払者）

が、所得税の源泉徴収と同様に、毎月

従業員に支払う給与から個人住民税を

差し引き、従業員（納税義務者）に代

わって、市町村に納入する制度です。

　事業主は、地方税法の規定により、全

ての従業員について、個人住民税を特別

徴収していただく義務があります。

　事業主にとっては、所得税のように

税額の計算や年末調整をしていただく

手間がありません。従業員にとって

も、金融機関などで納付する手間が省

け、納め忘れがなくなります。　

　個人住民税の特別徴収へのご理解と

ご協力をお願いします。

※詳しくは府ホームページ〔http://www.

pref.osaka.jp/zei/alacarte/〕をご覧くだ

さい。

問い合わせ　課税課（内線１１１、１１２）

12月は市税滞納整理強化月間

　今月は納税催告、滞納処分を集中し

て実施します。

　税金を滞納すると延滞金が加算さ

れ、滞納処分（預貯金、給料、不動産、

自動車などの差し押さえ）を受けるこ

とになります。

　もし納付忘れや滞納市税がある場合

は、早急に納付してください。

問い合わせ　納税課（内線１２１～１２４）

12月は税収確保重点月間

　府では、１２月を税収確保重点月間と

定め、納期内に納税された人との税の

公平性を確保するため、滞納者に対し

て徹底した催告や財産の差し押さえな

どを実施します。

問い合わせ　南河内府税事務所〔(２５)

１１３１〕

市税未納の人を対象に年末日
曜納付相談会を実施

　仕事などの理由により、市役所に普

段来ることができない人は、この機会

にぜひご相談ください。なお、当日の

混雑を避けるため、２日前までに電話

で申し込んでください。

とき　１２月６日、１３日、午前９時

～正午、午後１時～５時　

ところ　市役所１階納税課

持ち物　納税通知書または催告書、本

人確認書類、印鑑

申し込み　納税課（内線１２１～１２４）へ

各施設の電話番号は31ページをご覧ください

２４



  

歳末助け合い運動にご協力を

　富田林地区共同募金会と市社会福祉

協議会が主体となって、歳末助け合い

運動を実施します。同運動は、支援を

必要とする人たちが地域で安心して暮

らせるよう、皆さんの参加や理解を得

てさまざまな福祉活動を重点的に展開

する募金運動です。皆さんの温かいご

支援とご協力をお願いします。

実施期間　１２月１日～２８日

問い合わせ　市社会福祉協議会〔(２５)

８２００〕

 

けあぱる非常勤登録　　　　
ホームヘルパー募集

勤務時間・形態　月～日曜日の他、祝

日および早朝（午前８時以前）、夜間

（午後６時以降）、直接自宅から対象者

宅を訪問しケアする直行直帰制

対象者　介護職員初任者研修以上修了

者（ホームヘルパー２級以上取得者）、

もしくはガイドヘルパー資格取得者

申し込み　休館日を除く午前９時～午

後５時にけあぱるへ

 

介護保険料の納め忘れはあり
ませんか

　介護保険料は、利用者への介護給付

に欠かすことのできない大切な財源で

す。介護保険制度は、社会全体で支え

合う制度です。保険料を納めないでい

ると滞納期間に応じて保険給付が制限

される場合があります。介護が必要に

なったとき、安心してサービスを利用

できるよう保険料は必ず期限内に納め

ましょう。

　なお、普通徴収対象者の保険料は市

から送付する納付書により取扱金融機

関、コンビニエンスストアまたは市役

所で納めていただき、特別徴収対象者

福　祉

募　集

介護保険

の保険料は年金からの天引きにより納

めていただきます。

■便利な口座振替をご利用ください

　普通徴収対象者の保険料のお支払い

は、納期限ごとに自動的に指定の預

（貯）金口座から振替納付される口座

振替が便利で安心です。

　普通徴収の対象者で口座振替を希望

される人は、預（貯）金通帳と通帳の

印鑑、納入通知書を持参し、次の取扱

金融機関または高齢介護課で手続きを

してください。

　また、○印の金融機関については引

き落としを希望する口座のキャッシュ

カードを高齢介護課に持参いただくだ

けで、暗証番号入力により口座振替の

申し込みをしていただけます（ペイ

ジー口座振替受付サービス）。

■口座振替取扱金融機関

○りそな銀行/○三菱東京ＵＦＪ銀行/

○三井住友銀行/○近畿大阪銀行/○池

田泉州銀行/○関西アーバン銀行/みず

ほ銀行/南都銀行/大正銀行/紀陽銀行/

大阪シティ信用金庫/○成協信用組合/

大同信用組合/近畿労働金庫/大阪南農

業協同組合/○ゆうちょ銀行

問い合わせ　高齢介護課（内線１７５、１７６）

 

年末年始の開閉栓業務の       
受け付け

年末＝１２月２８日、午後５時３０分まで

年始＝２８年１月４日、午前９時～

※インターネット（市ウェブサイトの

水道事業のページ）では随時受け付け

ていますが、年末の作業は１２月２８日

まで、年始は１月４日からになります。

問い合わせ　水道お客様センター

〔(２０)６４００〕

水道管の冬支度はお済みですか

　気温が氷点下になると、水が凍り水

道管が破裂することがあります。

　水道管がむき出しになっている場合

や、水道管が家の北側にある、水道管

に風が強く当たる、低温注意報が発令

されたなどの場合は特に注意してくだ

さい。

上下水道

　凍結防止に、水道管や蛇口などを保

温材・毛布などで包み、その上からビ

ニールを巻き保護しましょう。

　また、水道管が凍ったときはタオル

などを巻きつけ、その上からゆっくり

ぬるま湯をかけて溶かします。熱湯を

直接かけないでください。

　なお、水道管が破裂したときは止水

栓を閉め水を止めて修繕を申し込んで

ください。また、止水栓の位置はあら

かじめ確認しておきましょう。

※水道の修繕は、市管工事業協同組合

〔０１２０(０３２)４９７〕へ（月～金曜日の

午前９時～午後５時３０分）。その他の

時間帯および土・日曜日、祝日、年末

年始は市役所宿直室〔(２５)１０００〕へ

ご連絡ください。

問い合わせ　水道工務課（内線２５７）　

水道の使用開始・中止は必ず
届け出を

・転入や転居などで新たに水道を使用

される場合は、事前に届け出が必要で

す。また、改築や新築などの工事をさ

れる場合も臨時栓としての届け出が必

要です。なお、届け出がない場合、罰

則が適用されることがあります。

・転出などで水道を使用されない場合

は、料金の精算が必要となりますので、

必ず閉栓の届け出をしてください。

・インターネットでも使用開始や中止

の手続きができます。市ウェブサイト

内の水道事業のページにある申し込み

画面に、必要事項を入力し送信してく

ださい。水道お客様センターで申し込

み内容を確認後、手続

きをします。

・閉栓中であっても、

定期的に検針を実施し

ています。メーター以

降の水道管などの維持

管理は利用者に帰属す

ることから、閉栓中の

漏水などについては、自己負担となり

ますのでご注意ください。

・検針は２カ月に一度お伺いしていま

すが、メーターボックスの上に障害物

などを置かないようお願いします。

問い合わせ　水道お客様センター

〔(２０)６４００〕

２５
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がんばった人に花まる！

●全日本拳法社会人選手権大会結果

◇団体戦

《女子の部》

第４位　永戸・

羽田・小島組（市

日本拳法連盟）

●体協会長杯合気道大会結果

《少年の部》

優勝　鬼頭・枡田組／準優勝　池田・

小林組／第３位　菅野・花田組

《一般の部》

優勝　木下・浅井組／準優勝　藤原・

小糸組／第３位　秋田・土本組

●体協会長杯ソフトテニス連盟秋季大

会結果

《男子Ａクラス》

優勝　船橋・下村組／準優勝　森下・

西川組／第３位　京井・青島組

《男子Ｂクラス》

優勝　坪田・西畑組／準優勝　改田・

西田組／第３位　藤裏・大野組、田

丸・河内（克）組

《女子Ａクラス》

優勝　白野・河内（よ）組／準優勝　

長谷川・田中（恵）組／第３位　森田・

山本（敦）組、竹澤・山本（佳）組

《女子Ｂクラス》

優勝　矢本・雑賀組／準優勝　山野・

宇山組

《女子Ｃクラス》

優勝　福村・笹井組／準優勝　岸田・

南組／第３位　上原・小北組、筒井・

田中（翔）組

●体協会長杯秋季大会ソフトボール競

技結果

《一般男子の部》

優勝　金剛阪神ストームズ／準優勝　

ＫＩＮＧＮＥＯ／第３位　藤沢台イー

グルス、富田林トータス

《一般女子の部》

優勝　喜志パンサーズ／準優勝　ス

ノーレッツ

／第３位　

コ ロ ニ ー

ギャルズ

《壮年男子

の部》

優勝　金剛

阪神ストー

ムズ／準優

勝　金剛伏

山台ソフトボールクラブ／第３位

ニュー清水クラブ、藤沢台イーグルス

《シニアの部》

優勝　富田林ファイターズ／準優勝　

梅の里ソフトボールクラブ／第３位　

川西スターズ

●スポレク祭スポーツチャンバラの集

い結果

◇小太刀の部

《幼年》

優勝　樋口　慧／準優勝　久保　愛莉

／第３位　笹原　大輝、藤澤　那奈

《小学生低学年》

優勝　浅井　晃平／準優勝　久保　結

菜／第３位　藤澤　郁哉、岡村　悠希

《小学生高学年》

優勝　佐野　航輔／準優勝　櫻井　碧

翔／第３位　浅井　智樹、瀬藤　真哉

《中・高・一般》

優勝　櫻井　大輝／準優勝　藤丸　孝

太郎／第３位　櫻井　剛、樋口　欽也

◇長剣の部

《幼年》

優勝　長束　郁澄／準優勝　櫻井　柚

葵乃／第３位　葛原　拓歩、藤澤　那

奈

◇二刀の部

《小学生低学年》

優勝　岡村　悠希／準優勝　浅井　晃

平／第３位　久保　結菜、藤澤　郁哉

　◇盾長剣の部

《小学生高学年》

優勝　佐野　航輔／準優勝　浅井　智

樹／第３位　藤倉　大翔、山下　大翔

◇両手長剣の部

《中・高・一般》

優勝　櫻井　大輝／準優勝　長束　豪

信／第３位　前田　倍美、森口　るみ

２６

《新刊案内》

■家庭・その他

一日がしあわせになる朝ごはん　　　　　

　　　　　　　小田　真規子、大野　正人

魔法のケーキ　　　　　　　　荻田　尚子

おはなし会

①中央図書館　１２月１３日、２７日

②金剛図書館　１２月５日、１９日

③東分室　１２月１３日

④喜志分室　１２月２７日

※①は午前１０時３０分～１１時、②～④は午後

３時～３時３０分に開催。

じゅうたんコーナーでのよみきかせ

①中央図書館　１２月６日、２０日

②金剛図書館　１２月１２日、２６日

※①は午前１０時３０分～１１時、②は午後３時

～３時３０分に開催。

あかちゃんのおはなし会

中央図書館　１２月１８日、①午前１０時１０分

～１０時４０分、②午前１１時～１１時３０分

金剛図書館　１２月１０日、③午前１０時１０分

～１０時４０分、④午前１１時～１１時３０分、１７日

、⑤午前１０時１０分～１０時４０分、⑥午前１１

時～１１時３０分　※①③④は６カ月～１歳未

満の乳児と保護者対象、②⑤⑥は１歳児と

保護者対象（先着各１５組、ハンカチ持参）。

※いずれも当日、直接会場へ。

自動車文庫「つつじ号」巡回日程



すばるパソコン教室

とき　毎週火～金曜日、①午前９時３０

分～１０時４５分、②午前１１時～午後０時

１５分、③午後６時３０分～７時４５分、④

午後７時４５分～９時、希望曜日・時間

帯を予約できます（各７５分）　

※ただし、火・木曜日は①②のみ、水

曜日は①②④のみ開講します。

ところ　すばるホール

内容　「ゆっくり

シニアコース」「仕

事に役立つＰＣ

コース」「資格取得

応援コース（ＭＯ

Ｓ）」「ブログ講座」

から選択　※その他パソコン入門や

ワード、エクセルなど相談に応じます。

受講料　４回券４８００円、６回券６６００円、

８回券８６００円（別途テキスト代実費）

申し込み　すばるホールで随時受け付

け

多文化講座　　　　　　　　
～グーテン・ターク（こんにちは）！

ドイツ～

とき　１２月１５日、１８日、２２日、

いずれも午後３時～４時３０分（全３回）

ところ　ＮＰＯ法人とんだばやし国際

交流協会

内容　文化、言葉、料理を通してドイ

ツの魅力を学ぶ

定員　１５人（申し込み先着順）

参加費　９００円

申し込み　１２月７日～１４日までに

同協会へ〔・(２４)２６２２〕

 

●ひよこクラブ(親子体操)

Ａ平成２３年４月２日以降に生まれた満

２歳以上の幼児と保護者　Ｂ２０組　Ｃ

毎週水曜日、午前９時４０分～１１時１０分

Ｄ市民総合体育館　Ｅ月額２０００円　

Ｆ・Ｇ　 石﨑　 智子さん〔０９０

(５１３９)０４１３〕

クラブ員募集

かがりの郷歴史講座             

「喜志南遺跡の 埴 
はに

 輪 物語」
わ

　かがりの郷では、１２月２０日までス

ポット展示「埴輪のジグソーパズル第

２章～石川西岸の小さなお墓～」を開

催しています。これにあわせて、「喜

志南遺跡の埴輪物語」と題して歴史講

座を開催します。

とき　１２月１２日、午後２時～４時（午

後１時３０分～受け付け）

ところ　かがりの郷２階講座室３

定員　５４人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　文化財課（内線５０７）

けあぱるパソコン講座

①エクセルとインターネットを活用し

て旅程表を作りましょう

とき　２８年１月１４日、２１日、２８日

、午前１０時～正午（全３回）

②インターネットをもっと活用しま

しょう

とき　２８年２月４日、１８日、２５日

、午前１０時～正午（全３回）

③パソコンのセキュリティについて学

びましょう

とき　２８年３月１０日、２４日、３１日

、午前１０時～正午（全３回）

ところ　けあぱる　

定員　各３人（申し込み先着順）　

参加費　各５０００円（別途テキスト代実費）

持ち物　ノートパソコン　※①はエク

セル２０１３または同２０１０がインストール

されたパソコンを持参してください。

申し込み　いずれも１２月１０日、午前

９時～、けあぱるへ（電話申し込み不

可）　※いずれも１２月６日、午前７時

～、けあぱるホームページ〔http://care

pal.or.jp/〕からも申し込みできます（定

員各５人、申し込み先着順）。

※１２月１５日以降は電話でも受け付け

ます。

２７

  

冬休みこども教室                 
「かがくクラブvol.50」

とき　１２月１９日、午後１時３０分～４

時３０分

ところ　東公民館

内容　クリスマスキャンドルをつくろ

う、ガラガラヘビの卵、電気クラゲを

飛ばそう

対象者　小学生　定員　１６人

参加費　無料（ただし教材費３００円実費）

持ち物　筆記用具、はさみ、持ち帰り

用のポリ袋、軍手　※汚れても良い服

装で参加してください。

申し込み　１２月１２日（必着）までに

往復はがき（１人１枚）に講座名、参

加者の住所、氏名（ふりがな）、年齢

（学年）、学校名、電話番号を記入し、

５８４-００４５山中田町一丁目５の５０　東公

民館へ（申し込み多数の場合抽選）

※来館して申し込む場合は、返信用の

はがきを持参してください。

親子料理教室～親子で楽しく
手作りクリスマス料理～

とき　１２月１９日、午前１０時～午後１

時

ところ　人権文化センター

内容　チキンのオレンジソース煮、根

菜つぶつぶスープ、りんごのブラウ

ニー

対象者　小学生とその保護者　※安全

のため、対象者以外は入室できません。

定員　４組　

参加費　無料（材料費１人６００円程度実

費）　

申し込み　１２月１日～９日までに

人権文化センターへ（申し込み多数の

場合抽選、電話申し込み可）

 カルチャー

Ａ対象者 Ｂ募集人数 Ｃ活動日時

Ｄ活動場所 Ｅ会費 Ｆ申し込み

Ｇ問い合わせ

喜志南遺跡で見つかった石喜志南遺跡で見つかった石室室
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写真展「氷下でつながる命た
ち」

　南河内林業総合センター「ラ・フォ

レスタ」では、写真家の原田　義則さ

んによる氷の下の植物たちをとらえた

写真展を開催していますので、ぜひお

越しください。

とき　１２月２３日までの金・土・日曜

日、祝日、午前１１時～午後５時

ところ　同センター（千早赤阪村東阪

１２３８の５）

入場料　無料

問い合わせ　同センター〔(７２)００９０〕

  

お正月花一日体験教室

とき　１２月２４日、午後１時～３時

ところ　金剛公民館

内容　お正月用の盛り花

対象者　市内在住・在勤の人

定員　５人（申し込み先着順）

参加費　無料（材料費２５００円実費）　

持ち物　はさみ、雑巾、持ち帰り用の

袋　

申し込み　１２月９日、午前１１時～正

午までに金剛公民館へ（電話申し込み

不可）

問い合わせ　杉本　俊子さん（あじさ

いクラブ）〔(２９)７４９８〕

 カルチャー

家庭園芸セミナー～誰でもで
きる土壌診断と土づくり～

　土壌診断方法から堆肥を利用した土

づくり、堆肥づくりなどについて分か

りやすく解説します。

とき　２８年１月１５日、午後２時３０分

～４時３０分（午後２時～受け付け）

ところ　すばるホール

定員　１５０人　

参加費　無料

※申し込み方法など詳しくはお問い合

わせください。

問い合わせ　府立環境農林水産総合研

究所〔０７２(９７９)７０７０〕

けあぱる園芸講座                 
～ミニ葉ボタンを使ったお
正月の寄せ植え作り～

とき　１２月１８日、午後１時３０分～３

時３０分　

ところ　けあぱる

定員　１０人（申し込み先着順）

参加費　２０００円　

持ち物　ゴム手袋、スコップ、持ち帰

り用の袋　

※汚れても良い服装で参加してくださ

い。　

申し込み　１２月８日、午前９時～、

けあぱるへ（電話申し込み不可）　

※１２月６日、午前７時～、けあぱる

ホームページ〔http://carepal.or.jp/〕か

らも申し込みできます（定員１５人、申

し込み先着順）。

※１２月１０日以降は電話でも受け付け

ます。

※この講座は、（一財）市公園緑化協会

との共催で実施します。

情報発信のための「聴く力は
伝える力」セミナー

　サークルや団体として情報発信をす

る際、編集して記事を書くために聴く

技術を高めましょう。

とき　１２月１５日、午後７時～８時３０

分

ところ　市民公益活動支援センター

（小金台二丁目５の１０）

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　無料

講師　楠　喜博さん（伝達工学研究所）

申し込み　１２月７日～、市民公益活

動支援センター〔(２６)７８８７〕へ

親子でプログラミング体験

　小学生を対象に、親子でタブレット

端末を使ってオリジナルゲームの作成

を体験します。簡単なプログラミング

を体験して表現力や想像力を育みま

しょう。

とき　１２月１２日、午後１時～２時３０

分

ところ　ＮＰＯ法人きんきうぇぶ（小

金台二丁目５の１０）

対象者　小学生とその保護者

定員　５組（申し込み先着順）

参加費　１３００円

申し込み　１２月７日～、同きんき

うぇぶ〔(２９)００１９）へ

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



２９

サバーファームだより

　１２月上旬から皆さんお待ちかねの

「イチゴ狩り」が始まります。

　また、園内では、来年の 干  支 ｢
え と

 申 ｣を
さる

約２万株の葉ボタンを使って作成中で

す。１２月上旬に完成しますので、ぜひ

お越しください。

●ミカン大福作り

とき　１２月６日、２０日、午前１０時

３０分～正午、午後１時～２時３０分

定員　各２０人　

参加費　７００円

●クリスマスリース作り

とき　１２月１３日、午後１時３０分～３

時

定員　２０人　

参加費　１０００円

※いずれも当日、午前９時３０分～、受

け付け（申し込み先着順）。

※入園料は別途必要です（レストラン

のみご利用の場合は、入園料なしでご

利用いただけます）。

●にこにこ市場感謝祭

　日頃のご愛顧に感謝を込めて、同感

謝祭を実施します。お正月の準備に新

鮮な野菜をたくさん用意していますの

で、ぜひお越しください。

　なお、にこにこ市場は１２月３１日～

２８年１月５日までお休みします。

とき　１２月２７日、２８日、午前９時

～午後３時

ところ　サバーファーム駐車場内にこ

にこ市場

問い合わせ　サバーファーム　

※にこにこ市場感謝祭については、に

こにこ市場〔(３５)３５０２〕へお問い合

わせください。

  

  

きらめきファクトリー　　　
イベント

①富田林アレコレまち歩き倶楽部

　富田林のアレやコレをまち歩きしな

がら探索し、新しい魅力を発見します。

　今回は、富田林寺内町を参加者の目

線で歩き、発見したことを皆さんで共

有します。

とき　１２月１２日、午前１１時～午後２

時

ところ　きらめきファクトリー集合

定員　２０人（申し込み先着順）

参加費　３００円（資料代含む、お土産付

き）　※昼食代は別途必要です。

持ち物　筆記用具、デジタルカメラま

たはスマートフォン

②南河内ワイン紀行

　富田林と意外な関係を持つ「ワイン」

に関する企画展を開催します。

　醸造に使う道具の紹介や日本のワイ

ンと海外のワイ

ンの違いなどを

展示を通して楽

しんでいただけ

ますので、ぜひ

お越しくださ

い。

とき　１２月１５日

～２４日、午前１０時～午後８時

ところ　きらめきファクトリー２階

入場料　無料

申し込み　①は１２月６日～、きらめ

きファクトリーへ（電話申し込み可）、

②は当日、直接会場へ

  イベント バレンタイン・ダンスライブ
2016

　「愛」をテーマに、心と体が踊りだす

ようなダンスライブを開催します。

　フラダンス、バ

レエ、フラメンコ、

ヒップホップなど

多彩なジャンルの

ダンスを鑑賞し、

素敵なバレンタイ

ンのひとときを過ごしませんか。

とき　２８年２月１１日、午後５時～（午

後４時３０分～開場）

ところ　すばるホール

定員　８００人

入場料　１０００円　

※１２月６日、午前１０時～、すばるホー

ル２階受付カウンターで販売（当日券

１５００円、前売りで完売した場合当日券

はありません）。

問い合わせ　上田さん（市ダンス連盟）

〔０９０(２７０９)６９７７〕

ボランティア交流披露宴

　市社会福祉協議会の登録ボランティ

ア団体を結婚披露宴に見立てて紹介し

ます。また、講演会もスピーチという

形で実施します。

とき　２８年１月１６日、午後１時～４

時３０分

ところ　すばるホール

定員　１００人（申し込み先着順）

参加費　無料

講師　田川　雅規さん（あそびの工房

もくもく屋事務局長）

申し込み　１２月７日、午前９時３０分

～、市社会福祉協議会〔(２５)８２００〕

へ（電話申し込み可）

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



各施設の電話番号は３１ページをご覧ください

小学校校庭遊び場開放事業

　子どもたちに、身近で安全な遊び場

として、小学校の校庭を開放し、交通

事故やその他の危険から守るととも

に、健全な育成を図ることを目的とし

て同事業を実施します。

とき　１２月２７日、２８年１月２４日、

午後１時～４時

ところ　寺池台小学校

対象者　市内在住・在学の子どもとそ

の保護者

問い合わせ　スポーツ振興課〔(２０)

０３９０〕（ただし、当日は市役所へお問い

合わせください）

※団体での占用利用はできません。　

※校区外に出掛けるときは決められた

ルールを守って出掛けましょう。

※各施設へ電話をされる際には、おかけ間違いのないようにご注意ください。

  

すばるクリスマスツリーコレ
クション

　地域の団体やサークルなどの皆さん

が飾り付けた個性的なクリスマスツ

リーを展示しています。

　たくさんのツリーがクリスマスムー

ドを演出していますので、ぜひお越し

ください。

とき　１２月２５日まで

ところ　すばるホール２階ロビー

入場料　無料

問い合わせ　すばるホール

  イベント 自然保全活動と自然に親しむ
催し

●里山ホリデー

とき　１２月６日

、午前１０時～

午後３時　

内容　里山保全

活動

●里山作業と交

流会

とき　１２月１３日、午前１０時～午後３

時　

内容　里山保全活動、鍋料理作り

●どんど焼き・餅つき

とき　２８年１月１０日、午前１０時～午

後３時　

内容　餅つき、雑煮作り、どんど焼き

持ち物　しめ飾り、書き初め

●自然観察路の整備

とき　２８年１月２４日、午前１０時～午

後３時　

内容　観察路の整備、昼食作り

※いずれも彼方（奥の谷）で実施、開

始時間に瀧谷不動尊駐車場前集合、参

加費３００円（小学生以下は無料、ただし

保護者同伴）。水筒を持参し、長袖、長

ズボン、帽子、安全な靴で参加してく

ださい（①は軍手も持参）。当日午前７

時の天気予報で降水確率が５０㌫を超え

た場合は中止。

問い合わせ　田渕　武夫さん（富田林

の自然を守る市民運動協議会会長）

〔０９０(８８８８)３９１２〕

※活動内容など詳しくは、富田林の自

然を守る会ウェブサイト〔http://www.

geocities.jp/tondabayashinoshizen/〕を

ご覧ください。

３０

※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。



トレーニング場機器使用説明会

とき　年末年始を除く、午前１０時～午

後９時の間で３０分程度

ところ　市民総合体育館

対象者　高校生以上の人

参加費　５００円

持ち物　運動のできる服装、上靴、利

用許可証用の写真１枚（縦３㌢×横２.４㌢）

申し込み　参加希望日の前日までに市

民総合体育館へ（電話申し込み可）

クリスマスEve・Eve　   　 
テニスレッスン

とき　１２月２３日、①午前１１時～午後

０時１０分、②午後０時３０分～１時４０分、

③午後２時２０分～３時３０分

ところ　総合スポーツ公園

対象者　①４～８歳、②４～８歳、９

～１５歳、③９～１５歳

定員　各２０人（申し込み先着順）

参加費　１０００円　

申し込み　１２月７日、午前９時～、

総合スポーツ公園へ（電話申し込み可）

〔金剛連絡所　 (29) 1401〕

  

12月・１月の  　　　　　　
市民総合体育館の共用使用

①競技場（インディアカ・バドミント

ン）《共に１面》　

とき　１２月１０日、２４日、２８年１月

１４日、２８日、正午～午後３時

持ち物　上靴、シャトル、ラケットな

ど

②剣道場　

とき　１２月３日、１７日、２８年１月

７日、２１日、２月４日、午後６

時～９時

③柔道場　

とき　１２月６日、２０日、２８年１月

１７日、午後６時～９時

使用料　①一般１４０円、中学生以下６０

円、②③一般３００円、中学生以下１３０

円

問い合わせ　市民総合体育館

  スポーツ

３１

電話番号＆今月の休館日

※休館日以外でも受け付けできない日や時

間帯がありますのでご注意ください。

●市民総合体育館　　　　  (24) 2265
　１２/２９～１/４
●青少年スポーツホール　  (29) 3778
　１２/２９～１/４
●総合スポーツ公園　　　  (35) 2121
　１２/２９～１/４
●図書館
　中央 (25) 4921・金剛 (28) 1171
　１２/７、１４、２1、２３、２８～１/４
●公民館　
　中央 (24) 3333・金剛 (28) 1121
　東 (25) 1772・ 喜志分館 (25) 7966
　１２/７、１４、２１、２３、２８～１/４
●人権文化センター　　　  (24) 0583
　１２/６、１３、２０、２３、２７、２９～１/３
●児童館　　　　　　　　  (25) 0666
　１２/６、１３、２０、２３、２７、２９～１/３
●青少年センター(社会教育課)  (24) 1451
　１２/７、１４、２1、２３、２８～１/４
●すばるホール　　　　　  (25) 0222
　１２/７、１４、２1、２８～１/４
●レインボーホール(市民会館)  (25) 1117
　１２/２、９、１６、２３、２９～１/３、６
●市民公益活動支援センター  (26) 7887
　１２/５、６、１２、１３、１９、２０、２３、２６、　
　２７、２９～１/３
●総合福祉会館　　　　　  (25) 8261
　１２/２３、２９～１/３
　※１/２９～２/３の貸館予約については、
　１２/２８に申請を受け付けます。
　※毎週木曜日と１２/２８、１/４は浴場の利
　用はできません。
●かがりの郷　　　　　　  (20) 6070
　１２/２３、２９～１/３
　※毎週月曜日と１２/２８、１/４は浴場の利
　用はできません。
●けあぱる　　　　　　　  (28) 8600
　ウエルネスけあぱる　 　 (28) 8668
　１２/７、１４、２1、２８～１/４
　※ウエルネスけあぱる（温水プール、ト
　レーニングルーム）は改修工事のため１２/
　１～１/４まで休館します。
●農業公園サバーファーム  (35) 3500
　１２/７、１４、２１、２８～１/４
●旧杉山家住宅・寺内町センター  (23) 6117
　じないまち交流館　　　  (26) 0110
　旧田中家住宅　　　　　  (25) 6771
　１２/７、１４、２１、２８～１/６
●きらめきファクトリー（観光交流施設 ） (24) 5500
　１２/２９～１/３
●消防本部　　　　　　　  (23) 0119
　金剛分署　　　　　　　  (29) 0119
※年末年始の休館日は、３ページにも記載。
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※広告の問い合わせは、ＳＴ綜合広告〔０７２(３６８)１２２７・０７２(３６８)１２２８〕へ。

　市役所など市役所などのの公的機関の職員を名乗公的機関の職員を名乗りり「あなたのマイナンバーをお知らせ「あなたのマイナンバーをお知らせしし

ますます」」「市役所の手続きのためにマイナンバーを教えてください「市役所の手続きのためにマイナンバーを教えてください」」とといった不審いった不審

な電な電話話がかかってきたり、内閣官房認可の企業をかたがかかってきたり、内閣官房認可の企業をかたりり特定のサイトに誘導し特定のサイトに誘導し

ようとする不審なメーようとする不審なメールルが送られてきたりする事が送られてきたりする事件件が発生しています。が発生しています。

また、実際に現金をだまし取られる事件も発生しています　また、実際に現金をだまし取られる事件も発生しています。。

《マイナンバー制度に関するお問い合わせ《マイナンバー制度に関するお問い合わせ》》

少しでも不審に感じたら、指示に従わず最寄りの警少しでも不審に感じたら、指示に従わず最寄りの警察察

署または下記の相談窓口へご連絡ください署または下記の相談窓口へご連絡ください。。

マイナンバー詐マイナンバー詐欺欺にご注意くださいにご注意ください！！

◆不審な電話などを受けたら 消費者ホットライン 〔188◆不審な電話などを受けたら　消費者ホットライン　〔188〕〕

◆被害に遭われたら 警察相談専用電話◆被害に遭われたら　　　　　警察相談専用電話　〔〔＃9110〕＃9110〕

マイナンバー総合フリーダイヤル【0120(95)0178マイナンバー総合フリーダイヤル【0120(95)0178】】

月～金曜日＝午前９時３０分～午後１０時、土・日曜日、祝日月～金曜日＝午前９時３０分～午後１０時、土・日曜日、祝日＝＝

午前９時３０分～午後５時３０分 ※年末年始を除く午前９時３０分～午後５時３０分　※年末年始を除く。。

●市役所などの公的機関や銀行、企業などが、電話●市役所などの公的機関や銀行、企業などが、電話やや

メールでマイナンバーをお知らせしたり、聞いたりすメールでマイナンバーをお知らせしたり、聞いたりするる

ことはありませんことはありません。。

●自宅を訪問してマイナンバーを聞き取るようなこと●自宅を訪問してマイナンバーを聞き取るようなこともも

ありませんありません。。

通知カードのお届け時期が当初のスケジュールから大幅に遅れて　通知カードのお届け時期が当初のスケジュールから大幅に遅れておお

り、１１月末り、１１月末～～１２１２月中旬にかけて簡易書留により配達できる予定です月中旬にかけて簡易書留により配達できる予定です。。

送付が遅れ、大変ご迷惑をお掛けしています。お届けまでもうしば　送付が遅れ、大変ご迷惑をお掛けしています。お届けまでもうしばらら

くお待ちください。マイナンバー通知カードの送付について詳しくは、個人番号カくお待ちください。マイナンバー通知カードの送付について詳しくは、個人番号カーー

ドコールセンター（全国共通ナビダイヤル）〔０５７０(７８３)５７８〕へ（月～金曜日＝午ドコールセンター（全国共通ナビダイヤル）〔０５７０(７８３)５７８〕へ（月～金曜日＝午前前

８時３０分～午後１０時、土・日曜日、祝日＝午前９時３０分～午後５時３０分。ただ８時３０分～午後１０時、土・日曜日、祝日＝午前９時３０分～午後５時３０分。ただしし年末年末

年始は除きます）。年始は除きます）。　※※なお、ナビダイヤルのため通話料が掛かりますなお、ナビダイヤルのため通話料が掛かります。。

マイナンバー通知カードの送付が遅れていまマイナンバー通知カードの送付が遅れていますす
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